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大手筋



vol.
49

ド
ー
ベ
ル
マ
ン

　
前
回
の
続
き
に
な
り
ま
す
が
、
成
年
ま
で

の
ぐ
る
り
の
こ
と
で
す
。
2
階
の
自
分
の
部

屋
か
ら
は
小
学
校
が
見
え
ま
す
。
プ
ー
ル
も

見
え
て
、
は
し
ゃ
ぎ
声
が
良
く
聞
こ
え
て
き

て
心
地
良
か
っ
た
で
す
な
。
し
か
し
こ
の
小

学
校
は
区
の
境
界
線
の
向
こ
う
側
な
の
で
、

歩
け
ば
45
秒
な
の
に
、
わ
た
し
は
自
区
域
の

小
学
校
へ
片
道
20
分
歩
い
て
通
っ
て
ま
し
た
。

　
集
団
登
校
で
し
て
ね
、
出
発
ま
で
の
少
し
の

時
間
、
全
学
年
入
り
混
じ
っ
て
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
交
通
量
が
少
な
い

と
は
い
え
道
路
な
の
で
危
の
う
て
し
ゃ
ー
な

い
。
で
、
そ
の
集
合
場
所
の
真
ん
前
の
家
に
は

同
級
生
の
女
子
が
い
て
、
密
か
な
思
い
を
持
っ

て
ま
し
た
ね
。
当
然
叶
わ
ず
で
し
た
。
そ
の
隣

に
は
ふ
た
つ
歳
下
の
女
子
、
コ
レ
ま
た
美
人
で

し
た
。
そ
の
向
か
い
、
ド
ー
ベ
ル
マ
ン
を
飼
っ

て
は
り
ま
し
た
。
そ
の
子
が
吠
え
る
吠
え
る
。

目
も
怖
い
し
ね
。
あ
る
日
ち
ょ
っ
と
対
抗
意
識

が
出
て
、
吠
え
ら
れ
な
が
ら
も
睨
み
合
い
ま

す
。
繋
い
で
あ
る
と
は
い
え
か
な
り
の
恐
怖

心
。
本
気
で
か
か
っ
て
こ
ら
れ
た
ら
鎖
な
ど
即

外
れ
そ
う
。
体
感
5
分
、
決
着
の
時
が
！
　
ド

ー
ベ
ル
マ
ン
、
目
を
逸
ら
し
て
犬
小
屋
へ
〜
！

勝
っ
た
！
　
何
に
や
ね
ん
!?

テクハン株式会社

もよりバス停は「二条駅前」

z075-823-0001　x京都
市中京区西ノ京北聖町
10番地の2　c9時～17
時　v土・日・祝

「サウンド版ハンケイ500m」
でブーブーパークのサウンド
ロゴ好評放送中！
毎月第４土曜に、寄付先事業
の紹介コーナーもスタート！

幸せを運ぶ“こぶた”プロジェクト
設立40周年にちなみ、40の多様な団体に寄付いたします

今年活動30年のボランティアグループ「にこにこトマト」こと、通称「にこトマ」。つらい治療もめげずに「『にこト
マ』があるからがんばってくる！」と向かう子どもたち。京大病院小児科に入院中の子どもと家族に、絵本、工
作、音楽、遊びなどの楽しみを届けることで、応援しています。

京大病院小児科ボランティアグループ にこにこトマト
「闘病中の子どもとその家族に楽しく豊かな時間を！」 Facebookは

こちら

寄付先様
ご紹介

開設目標は2026年中。京都府立医科大学附属病院・京都大学医学部附属病院等に入院・通院する子ども
に付き添うご家族のための滞在施設「ドナルド・マクドナルド・ハウス 京都」の整備を進めています。どんな時
でも家族が一緒にいられる、『わが家のようにくつろげる第二の家。』を目指しています。

ドナルド・マクドナルド・ハウス 京都開設募金委員会
「病気と向き合う子どもに付き添うご家族に癒しと安らぎを！」 Webサイトは

こちら

寄付先様
ご紹介

「サウンド版ハンケイ500m」でBoo Boo PARKのサウンドロゴ好評放送中!  本誌やラジオで寄付先様の事業をご紹介します。

Boo Boo PARKの
テクハン株式会社
設立40周年記念事業

「ぶた」は幸せを運んでくれる
動物として、世界中で親しまれ、

健康、金運アップの象徴ともされてい
ます。京都市内を中心に約700ヶ所の
駐車場を展開している当社の「Boo 
Boo PARK」も、そんな「ぶた」のように、
地域に幸せを運び、地域経済にも貢
献する存在になりたいです。今年、設
立40周年を迎えるにあたり、ご愛顧く
ださった地域の皆様に恩返しをして
いくプロジェクトを実施します。 



　
京
都
に
生
ま
れ
て
京
都
で
育
ち
京
都

の
大
学
を
出
て
京
都
の
会
社
に
就
職
し

た
。
そ
の
ま
ま
京
都
に
骨
を
埋
め
る
か

と
思
っ
て
い
た
が
、
何
故
か
東
京
で
の

暮
ら
し
も
10
年
を
超
え
て
き
た
。

　
馴
染
ん
で
し
ま
え
ば
東
京
の
暮
ら
し

も
快
適
で
、
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
る
雑
事

に
気
を
取
ら
れ
る
う
ち
、
ど
っ
ぷ
り
浸

か
っ
て
い
た
は
ず
の
京
都
で
の
生
活
も

す
っ
か
り
忘
却
の
彼
方
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
中
で
も
ふ
と
日
常
の
中
で
京

都
の
記
憶
が
蘇
る
こ
と
が
あ
る
。
今
年

の
正
月
、
箱
根
駅
伝
を
見
て
駅
伝
づ
き
、

女
子
駅
伝
を
題
材
に
し
た
小
説
が
あ
る

と
聞
き
手
に
取
っ
た
万
城
目
学
の
単
行

本
。
併
せ
て
収
録
さ
れ
た
表
題
作
の「
八

月
の
御
所
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
を
読
ん
で
ふ

い
に
開
い
た
記
憶
の
扉
。

　
小
説
の
中
、
草
野
球
の
助
っ
人
を
引

き
受
け
て
も
ら
っ
た
女
子
に
、
主
人
公

が
パ
ス
タ
や
ケ
ー
キ
を
ご
馳
走
す
る
の

が
「
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
」。
京
都
で
暮
ら

し
た
人
間
な
ら
絶
妙
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を

感
じ
る
チ
ョ
イ
ス
で
あ
る
。
そ
や
な
、

大
学
生
が
ち
ょ
っ
と
え
え
も
ん
食
べ
よ

う
と
女
の
子
誘
う
な
ら
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ

ス
が
ち
ょ
う
ど
え
え
よ
な
。
と
納
得
す

る
と
共
に
、
か
つ
て
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
で

過
ご
し
た
時
間
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
。

　
清
潔
な
店
内
。
磨
か
れ
た
木
製
の

テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
。
そ
し
て
入
り
口
や

奥
の
ガ
ラ
ス
越
し
に
降
り
注
ぐ
陽
の
光
。

私
の
記
憶
の
中
の
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
は
い

つ
も
明
る
い
光
の
中
だ
。
出
町
店
、
北

山
店
、
東
洞
院
店
、
ガ
ラ
ス
窓
の
配
置

は
違
っ
て
も
、

あ
の
明
る
い
日

差
し
は
変
わ
ら

な
い
。
京
都
の

街
な
か
で
育
つ

と
、
同
級
生
の

家
も
昔
な
が
ら

の
京
町
家
が
多

く
、
窓
の
少
な

い
ひ
ん
や
り
と

し
た
薄
暗
い
室

内
空
間
が
日
常
だ
っ
た
。大
学
生
に
な
っ

て
初
め
て
行
っ
た
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
の
明

る
い
空
間
に
、
新
た
な
世
界
に
足
を
踏

み
入
れ
た
こ
と
を
実
感
し
、
こ
れ
か
ら

始
ま
る
生
活
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
た
も

の
だ
っ
た
。

　
コ
ー
ヒ
ー
の
入
っ
た
マ
グ
カ
ッ
プ
は
、

ど
っ
し
り
と
大
き
く
、
手
に
伝
わ
る
重

さ
が
な
ん
と
も
い
え
な
い
安
心
感
を
も

た
ら
す
。
社
会
人
に
な
っ
て
仕
事
に
追

わ
れ
る
日
々
が
続
い
て
も
、
セ
カ
ン
ド
ハ

ウ
ス
に
行
け
ば
、
日
向
ぼ
っ
こ
の
よ
う

な
心
休
ま
る
ひ
と
と
き
が
待
っ
て
い
た
。

　
が
、
そ
ん
な
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
の
こ
と

も
、
離
れ
て
し
ま
え
ば
過
去
の
こ
と
。

次
第
に
思
い
出
す
こ
と
も
無
く
な
っ
て

く
る
の
は
人
間
の
薄
情
さ
で
あ
る
が
、

小
説
を
機
に
ま
た
行
き
た
く
な
っ
て
し

ま
う
の
も
ま
た
人
間
の
調
子
の
良
さ
。

3
月
に
京
都
で
仕
事
が
あ
り
、
出
町
店

を
訪
ね
て
み
た
。

　
夜
8
時
。
河
原
町
通
り
の
暗
闇
に
ボ

ワ
っ
と
浮
か
ぶ
橙
色
の
光
。
ガ
ラ
ス
の

向
こ
う
に
見
え
る
店
内
の
人
々
は
ホ
ッ

パ
ー
の
油
絵『
ナ
イ
ト
ホ
ー
ク
ス
』の
よ
う
。

目
当
て
の
キ
ャ
ロ
ッ
ト
ケ
ー
キ
は
売
り

切
れ
て
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
夜
中
に

現
れ
た
陽
だ
ま
り
の
中
で
過
ご
す
心
地

よ
さ
は
、
昼
間
の
そ
れ
と
少
し
も
変
わ

ら
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
場
所
が
ま
だ
残
っ

て
い
る
の
な
ら
、
不
義
理
を
せ
ず
に
も

う
ち
ょ
っ
と
京
都
に
帰
っ
て
こ
よ
う
と

思
っ
た
。

京都で青春を過ごした世代にとって
忘れられない場所と味があります。
友や恋人と食べながら語り合った

まるでもう一つの自分の家。
SECOND HOUSEを愛してやまない面々に

思い出を振り返ってもらいます。

SECOND HOUSE 店舗一覧

思い出の一皿
SECOND HOUSE

出町店

もよりバス停は「河原町今出川」

z075-241-4051  x京都市上京区河原
町今出川下ル梶井町448 清和ビル1F  
c11時～22時（L.O. フード・喫茶とも
21時半）  v無（年末年始は変更あり）

セカンドハウス草津店

もよりバス停は「丸尾」（近江近鉄バス）

z077-565-0339  x滋賀県草
津市追分南6-21-10  c10時
～22時（L.O.21時目安）  v
火（GW等連休時は変更あり）

北山店

もよりバス停は「北山駅前」

z075-701-2223  x京都市北区上賀
茂岩ヶ垣内町96 エヌプラドビル2F奥  
c11時～22時（L.O. フード・喫茶とも
21時半）  v無（年末年始は変更あり）

イオンモール京都五条店

もよりバス停は「中ノ橋五条」

z075-323-1911  x京都市右京区西院追分町
25-1 イオンモール京都五条1F  c10時～22
時（（L.O. フード21時、喫茶21時半）  v無（年
末年始等はイオンモール京都五条に準ずる）

東洞院店

もよりバス停は「四条高倉」

z075-241-2323（2F）  x京都市中京区
東洞院通六角下ル御射山町283  2F  
c11時～22時（L.O. フード・喫茶とも
21時半）  v無（年末年始は変更あり）

1974年京都生まれ。同
志社大学法学部卒後、
KBS京都入社。現在は
東京支社勤務。趣味は
マラソン。2025年、ハズ
レ続けた東京マラソンに
念願の初出場。

伊藤健さん

セカンドハウス
ハンケイ500m

出町店。昔から変わらない落ち着いた雰囲気。

伊藤健

見た目も地味、味も素朴。
でも、ほっとする安心感！
あの空間で食べるなら
これしかない、キャロットケーキ。
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はつなつの惑い
由緒あるこの歴史の街で　初夏
初の食べ歩き　お寿司にしようや　
オモニの味や　仕出し屋さんは？　
バーガーもええね　お茶のおとも
はお羊羹　夜は鳥とお酒いきたい
わ　初夏初の惑いはね　おいしい
惑いよ決められぬ

2025
085

いわゆる「京都人」と呼ばれる人 は々、かなりのこだわり
屋です。行列やブランドにまどわされない審美眼で、いつ
も自分の「お気に入り」を発見しています。そんなみなさ
んに満足と納得をしてもらえるフリーマガジンを目指した
い。私たち編集部は、京都の土壌における「職人」とい
うキーワードに着目し、あるバス停から半径500mの円
内をくまなく歩きます。そして、独自の哲学、ポリシーを持

った「職人」気質の方 を々発見し、取材して巻頭で特
集しています。このコンセプトのもと、特集以降の全ペー
ジも、編集部が興味をもち、確かめて、感動や衝撃を受
けたことだけを掲載しています。『ハンケイ500m』には、
私たちがお知らせしたい、オリジナルな情報が詰まって
います。他のどこにもないフリーマガジンを存分に楽しん
でください。

表
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ピ
ー
プ
ル
ズ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

C
o
l
o
r
s
…
…
…
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
京
都

01 

キ
ム
兄
の
京
都
人
あ
る
あ
る
…
…
…
B
o
o  

B
o
o  

P
A
R
K

02 

思
い
出
の
一
皿
…
…
…
S
E
C
O
N
D 

H
O
U
S
E

04 

こ
の
あ
た
り
が
京
都
っ
ぽ
い
…
…
…
聖
護
院
八
ッ
橋
総
本
店

特
集　

西
大
手
筋
か
ら
半
径
5
0
0
m
を
歩
い
て
ま
わ
る
。

06 

阿
津
満

08 

コ
ズ
モ
ズ
カ
フ
ェ
京
都

10 

京
料
理 

う
を
弥

12 

和
み
鉄
板 

き
た

14 

伏
見
駿
河
屋
本
店

16 

バ
ス
停
コ
ラ
ム 

西
大
手
筋
…
…
…
鳥
せ
い
本
店

17 

翼
く
ん
の
１
日
券
の
ス
ス
メ

18 

丹
波
橋
駅
付
近
に
あ
る
、学
生
に
う
れ
し
い
マン
シ
ョ
ン
探
訪
…
…
…
フ
ラ
ッ
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

19 

初
夏
の
贈
り
物
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
扇
子
を
。…
…
…
白
竹
堂

20 

知
っ
て
お
き
た
い
着
物
の
あ
れ
こ
れ
…
…
…
京
都
w
a
b
i
t
a
s

22 

西
本
願
寺
の
宗
祖
降
誕
会
に
注
目
！
…
…
…
西
本
願
寺

24 

あ
ら
れ
の
贈
り
物
…
…
…
京
の
あ
ら
れ
処　

橘
屋

26 

『
M
o
o
n
l
i
g
h
t 

C
l
u
b 

i
n 

N
Y
』京
都
シ
ネ
マ
で
上
映
！

28 

岸
田
繁
×
S
t
y
l
e 

K
Y
O
T
O
管
弦
楽
団 

〜
個
展
〜

…
…
…
一
般
社
団
法
人
S
t
y
l
e 

K
Y
O
T
O

29 

循
環
フ
ェ
ス・ロ
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ 

E
X
P
O 

2
0
2
5

30 

彩さ
い

里と 

三
輪
く
ん
の
よ
き
京
都
を
探
る
旅

32 

あ
な
た
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
京
都
商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
が
応
援

34 

日
新
電
機
の
ブ
ラ
ン
デ
ッ
ド
ム
ー
ビ
ー「
G
I
S
│
S
A
K
U
R
A
号
」を
深
読
み
す
る
!!

36 

T
O
W
A
の
実
力
派
大
学
★
レ
ポ
ー
ト

38 

京
都「
志
」奨
学
金
…
…
…
公
益
財
団
法
人
京
都
オ
ム
ロ
ン
地
域
協
力
基
金

40 

踏
み
出
せ
！ 「
ガ
ク
モ
ン
」の
未
来 

大
学
ラ
ボ
最
前
線
…
…
…
同
志
社
大
学

41 

半
径
五
百
米
の
銀
幕
世
界 

山
本
精
一
E
S
S
A
Y
…
…
…
宮
脇
賣
扇
庵

42 

ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
の
世
界
か
ら
語
る
現
代
ア
ー
ト
…
…
…
K
B
S
京
都

43 

京
都
シ
ネ
マ・ア
ッ
プ
リ
ン
ク
京
都・ア
ト
ツ
ギ
ワ
ー
ル
ド・今
日
の
京
フィ
ル
便
り

44 

足
と
お
し
り
の
深
い
関
係
…
…
…
フ
ッ
ト
ク
リ
エ
イ
ト

表
3 

仕
事
の
効
率
も
上
が
る
フ
ァ
ン
付
き
ウ
ェ
ア
…
…
…
た
ま
ゆ
ら

表
4 

M
o
o
n
l
i
g
h
t 

C
l
u
b 

i
n 

N
Y
…
…
…
は
ひ
ふ
の
か



もよりバス停は「熊野神社前」

聖護院八ッ橋総本店  
本店
z075-752-1234 　
x京都市左京区聖護院山王町6
c9時～18時※営業時間は公式
Instagramをご確認ください。
v元日 
www.shogoin.co.jp

聖 LUXE こしあん

手
に
と
る
と
、し
っ
と
り
と
肌
に
沿
う
よ
う
な
や
わ
ら
か
さ
が
あ
る
。

口
に
含
む
と
、思
っ
て
い
る
よ
り
芯
が
あ
る
。

ふ
ん
わ
り
香
る
肉
桂
が
、懐
か
し
い
気
も
す
れ
ば
、ど
こ
か
旅
す
る
よ
う
な

楽
し
い
ス
パ
イ
ス
を
添
え
る
。

い
つ
も
よ
り
少
し
上
質
な
時
間
を
、大
納
言
小
豆
の
こ
し
あ
ん
で
。

聖 

L
U
X
E 

こ
し
あ
ん
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

伏見みなと公園伏見みなと公園 龍馬とお龍
愛の旅路像
龍馬とお龍
愛の旅路像

バー  
フェイク
バー  
フェイク

おこぶ 北淸おこぶ 北淸

三十石船のりば三十石船のりば

金井戸神社
（三栖神社御旅所）
金井戸神社
（三栖神社御旅所）

長建寺長建寺

伏見十石舟
のりば
伏見十石舟
のりば

しん谷しん谷

月桂冠
大倉記念館
月桂冠
大倉記念館

寺田屋寺田屋

病院病院

黄桜記念館
・河童資料館
黄桜記念館
・河童資料館

ウシオダ
酒店
ウシオダ
酒店 小山本家酒造小山本家酒造

後崇光太上天皇
（伏見宮貞成親王） 
伏見松林院陵

後崇光太上天皇
（伏見宮貞成親王） 
伏見松林院陵

西教寺西教寺

電気鉄道事業発祥の地碑電気鉄道事業発祥の地碑

西岸寺
（油掛地蔵尊）
西岸寺
（油掛地蔵尊）

月桂冠 旧本社
伏見夢百衆
月桂冠 旧本社
伏見夢百衆

月桂冠月桂冠

コンビニコンビニ
Sakecafe 楓Sakecafe 楓

黄桜カッパ
カントリー
黄桜カッパ
カントリー

イオンスタイル
伏見桃山
イオンスタイル
伏見桃山

コンビニコンビニ

業務スーパー業務スーパー

阿弥陀寺阿弥陀寺伏見酒造組合伏見酒造組合

関西電力送配電
伏見配電営業所
関西電力送配電
伏見配電営業所

月桂冠
 昭和蔵
月桂冠
 昭和蔵

京都府伏見
警察署
京都府伏見
警察署

願生寺願生寺 大光寺大光寺
源空寺源空寺

伏見銀座跡碑伏見銀座跡碑

デイリー
カナート
デイリー
カナート

会津藩
駐屯地跡碑
会津藩
駐屯地跡碑

かつ廣かつ廣

食ＫＵ-食ＫＵ-

ササキ
パン
ササキ
パン

山本本家山本本家

北川本家北川本家

玉乃光
酒造
玉乃光
酒造

松本酒造松本酒造

齊藤酒造齊藤酒造

延命地蔵尊延命地蔵尊

co-opco-op

  松林院
（寺田屋お登勢の墓）
  松林院
（寺田屋お登勢の墓）

寒天発祥之地碑寒天発祥之地碑

宝ホールディングス
歴史記念館
宝ホールディングス
歴史記念館

伏見区役所伏見区役所

京都市伏見
中央図書館
京都市伏見
中央図書館

西光寺西光寺

北川本家
  おきな屋
北川本家
  おきな屋

坂本龍馬 避難の
材木小屋跡 碑
坂本龍馬 避難の
材木小屋跡 碑

コーナンコーナン

月桂冠月桂冠

金札宮金札宮都鶴酒造都鶴酒造
喜運寺喜運寺

大黒寺
（薩摩藩義士碑）
大黒寺
（薩摩藩義士碑）

薩摩島津
伏見屋敷跡碑
薩摩島津
伏見屋敷跡碑

松山酒造松山酒造

公園公園

公園公園

公園公園

公園公園

公園公園

角倉了以翁
水利紀功碑
角倉了以翁
水利紀功碑

伏見口の戦い激戦地碑伏見口の戦い激戦地碑

公園公園

伏見桃山伏見桃山

中書島中書島

京
阪
本
線

京
阪
本
線

京阪宇治線京阪宇治線

蓬
莱
橋

蓬
莱
橋

弁天橋弁天橋

京
橋
京
橋

阿波橋阿波橋

大手橋大手橋

毛利橋毛利橋

聚
楽
橋

聚
楽
橋

土
橋
土
橋

下板橋下板橋

大信寺橋大信寺橋

新大手橋新大手橋

縄手橋縄手橋

三栖橋三栖橋 肥後橋肥後橋

両
替
町
通

両
替
町
通

新
町
通

新
町
通

納
屋
町
通

納
屋
町
通

竹
田
街
道

竹
田
街
道

竹
中
町
通

竹
中
町
通

油掛通油掛通

大手筋商店街大手筋商店街

大手筋通大手筋通

パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ

納
屋
町
5
番
街

パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ

納
屋
町
5
番
街

濠
川

東
高
瀬
川

油
小
路
通

油
小
路
通

第
二
京
阪
道
路

第
二
京
阪
道
路

濠
川

宇治川派流

油掛通油掛通

伏見
であい橋
伏見
であい橋

立石通立石通

伏見納屋町小路
九十九鳥居
伏見納屋町小路
九十九鳥居

幕
末
維
新
回
廊

竜
馬
通
り

幕
末
維
新
回
廊

竜
馬
通
り

西大手筋

市バス
京阪中書島・
伏見港公園
から乗車約5分
京阪本線・京阪宇治線

中書島駅

市バス
京阪淀駅

から乗車約20分
京阪本線
淀駅

市バス
七条京阪前
から乗車約35分

京阪本線
七条駅

市バス
竹田駅東口
から乗車約15分

地下鉄烏丸線・
近鉄京都線
竹田駅

市バス
竹田駅西口
から乗車約15分

地下鉄烏丸線・
近鉄京都線
竹田駅

市バス
地下鉄九条駅前
（大石橋）

から乗車約25分
地下鉄烏丸線
九条駅

81

81

南5 南5

20

20 22 81

市バス
京都駅前
から乗車

約35~45分
地下鉄烏丸線・
JR・近鉄京都線

京都駅

19

南3

南3

西大手筋

下三栖

中書島

三栖大黒町

肥後町

西板橋

伏見警察署前

三栖公園前

京橋

鳥せい 本店
P 16

コズモズカフェ京都
P08

阿津満
P06うを弥

P 10

伏見駿河屋本店
P 14

きた
P 12

―上段／主要なバス停からの乗車時間　下段／鉄道の最寄駅　 ―市バスの系統番号　

N i s h i - O t e s u j i

西大手筋

秀吉が伏見城建築で大手広庭を形成したときからある道、大手筋通。
商店街は地域住民の暮らしに根ざす店が並び、京阪伏見桃山駅まで続く。
散策しながら一筋入れば、どことなく情緒を醸す街並みに出会い、
酒蔵をはじめ伝統を継承する商いが多いことに、改めて気づく。
心地よい風が吹く季節、歴史を感じゆっくりと歩きたくなる街。
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阿津満
z075-611-1379　x京都市伏見
区東大手町762　c10時 ～18時　
v火

特集バス停は「西大手筋」  

１／強めの塩で旨みを引き立たせた昔ながらの鯖寿司、シン
プルななかに仕事が光る巻き寿司、祖父考案の菱形の押し
寿司「菱箱」の3種を盛り込んだ京寿司1,650円、甘めに味付
けした具材とシャリが調和した京風のちらしすし1,440円。共
に持ち帰りも可能。酢飯のおいしさに感激する。2／店内に
はテーブル席を用意。３／気軽に買いやすいようショーケー
スを前面に。季節の寿司の文字にも誘われる。

豊
臣
秀
吉
が
天
下
人
だ
っ
た
時
代
、
伏
見
城

へ
と
つ
な
が
る
重
要
な
道
「
大
手
筋
通
」
に
由

来
す
る
伏
見
大
手
筋
商
店
街
。
現
在
も
伏
見
桃

山
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
し
て
、
ア
ー
ケ
ー

ド
に
は
多
く
の
店
舗
が
軒
を
連
ね
る
。「
阿あ

津づ

満ま

」
も
そ
の
一
軒
。
１
９
３
１
年
に
、
小
西
良

平
さ
ん
の
曽
祖
父
が
こ
の
地
に
暖
簾
を
掲
げ
た
。

家
族
で
経
営
す
る 

寿
司
屋
を
遊
び
場
と
し
て

か
つ
て
は
出
前
も
よ
く
し
て
い
た
が
、
約
50

年
前
に
商
店
街
が
歩
行
者
天
国
に
な
っ
た
こ
と

を
受
け
て
、
今
で
は
通
り
す
が
り
の
買
い
物
客

に
向
け
た
営
業
形
態
に
。
食
事
は
も
ち
ろ
ん
、

巻
き
寿
司
一
本
か
ら
気
軽
に
購
入
で
き
る
「
街

の
寿
司
屋
」
と
し
て
地
域
に
根
差
し
て
き
た
。

小
西
さ
ん
は
、
小
学
生
の
頃
か
ら
、
放
課
後
は

祖
父
母
と
父
と
母
が
働
く
こ
の
店
で
遊
ん
で
い

た
そ
う
。
働
く
親
の
背
中
を
そ
ば
で
見
て
き
た
、

そ
ん
な
環
境
も
あ
っ
て
か
大
学
を
卒
業
し
た
後

も
家
を
手
伝
う
こ
と
に
抵
抗
は
な
か
っ
た
。

「
大
学
を
卒
業
し
た
頃
、
父
は
も
う
60
歳
手

前
で
。
仕
事
を
覚
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
旦
就

職
し
て
戻
っ
て
か
ら
よ
り
も
、
父
が
ま
だ
元
気

な
う
ち
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
」。

店
に
は
代
々
の
常
連
客
が
多
く
、
こ
の
先
も

や
っ
て
い
け
る
と
い
う
手
応
え
も
あ
っ
た
。
店

を
継
ぐ
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
も
ち
ろ
ん
あ

っ
た
が
、「
で
き
る
う
ち
は
や
っ
て
い
こ
う
」。

そ
う
決
め
て
、
父
に
弟
子
入
り
し
た
。

支
え
て
く
れ
た
お
客
さ
ん
の
た
め
、 

時
代
に
左
右
さ
れ
な
い
商
い
を

巻
き
に
ち
ら
し
、
そ
し
て
箱
寿
司
。
寿
司
と

い
え
ば
に
ぎ
り
と
い
う
人
も
少
な
く
な
い
け
れ

ど
、
幼
い
頃
か
ら
京
寿
司
に
親
し
ん
で
き
た
小

西
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
こ
そ
が
寿
司
だ
。
　
　

「『
隣
の
芝
生
は
青
く
見
え
る
』
の
言
葉
の
よ

う
に
、
江
戸
前
の
に
ぎ
り
寿
司
の
方
が
よ
く
見

え
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
一
周
回
っ
て
、

こ
う
い
う
商
店
街
の
寿
司
屋
だ
か
ら
こ
そ
生
き

残
っ
て
こ
ら
れ
た
の
か
な
と
今
は
思
い
ま
す
」。

目
指
す
の
は
「
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
寿
司

屋
」。
気
合
い
を
入
れ
て
予
約
し
な
い
と
行
け

な
い
よ
う
な
高
級
店
と
は
違
い
、
日
常
の
延
長

に
あ
る
こ
と
が
街
の
寿
司
屋
の
真
骨
頂
だ
。

小
西
さ
ん
は
仕
込
み
に
時
間
を
か
け
る
。
た

と
え
ば
、
巻
き
寿
司
に
欠
か
せ
な
い
椎
茸
の
佃

煮
に
は
、
な
ん
と
１
週
間
ほ
ど
を
費
や
す
。「
阿

津
満
」
の
よ
う
な
昔
な
が
ら
の
寿
司
屋
は
年
々

減
少
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
京
寿
司
な
ら
で
は

の
手
の
か
か
る
仕
込
み
も
ひ
と
つ
の
原
因
な
の

だ
ろ
う
。
さ
ら
に
食
材
費
が
高
騰
す
る
今
、
阿

津
満
の
寿
司
は
、
と
て
も
贅
沢
に
見
え
て
く
る
。

小
西
さ
ん
に
と
っ
て
、
店
の
存
続
は
課
題
だ
。

「
ほ
か
の
老
舗
の
ご
主
人
と
よ
く
話
し
て
い

ま
す
。
浮
き
沈
み
に
左
右
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

ぼ
ち
ぼ
ち
続
け
る
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
と
」。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
景
気
に
沸
く
の
は
、
こ
の
あ

た
り
も
例
外
で
は
な
い
。
で
も
小
西
さ
ん
の
視

線
は
冷
静
だ
。
思
い
出
す
の
は
コ
ロ
ナ
禍
、
助

け
て
く
れ
た
の
は
商
店
街
の
客
だ
っ
た
。

「
地
元
の
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
以

上
は
続
け
た
い
。
い
ろ
ん
な
寿
司
が
買
え
る
時

代
に
、
う
ち
み
た
い
な
京
寿
司
の
店
が
あ
っ
て

も
い
い
と
思
う
ん
で
す
」。

時
代
に
踊
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
四
代
目
店

主
は
創
業
か
ら
百
年
の
未
来
を
見
据
え
て
い
る
。

日
常
の
延
長
に
あ
る
寿
司
を

地域に愛される京寿司の専門店。

「商店街の寿司屋だからこそ、
生き残ってこられたのかなと」

阿津満　店主　小西良平
AZUMA

Ryohei
Konishi
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１／デラックスチーズバーガーのセット1,550円。懐かしい味
を求めてあちこち食べ歩いた結果「自分で作るしかない」とい
う結論に至り、コズモズカフェを開いた。２／学生時代に溶
接などDIYの基礎を身に着けたベリーさん。建築士の経験を
活かし、ほぼスケルトンだった店舗を自分で改装した。３／今
でも年間100件ほどの結婚式で牧師を務める。写真はともに
店を運営する長男の結婚式のときのもの。

大
手
筋
商
店
街
近
く
に
あ
る
３
階
建
て
の
ビ

ル
。
１
階
は
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
２
階

は
英
会
話
教
室
。
そ
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
ベ
リ

ー
・
ワ
イ
エ
ト
さ
ん
は
、
ロ
ス
生
ま
れ
の
ア
メ

リ
カ
人
。
実
は
牧
師
で
も
あ
る
。
２
度
結
婚
し
、

合
計
７
人
の
子
ど
も
を
も
う
け
た
ベ
リ
ー
さ
ん

の
ポ
リ
シ
ー
は
、
「
や
り
た
い
こ
と
は
、
と
り

あ
え
ず
や
っ
て
み
る
」
だ
。

心
の
声
に
耳
を
傾
け 

30
代
で
震
災
後
の
日
本
へ

証
券
マ
ン
、自
動
車
の
技
術
者
、営
業
職
…
…
。

ベ
リ
ー
さ
ん
は
若
い
頃
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
職
業

を
経
験
し
て
き
た
。「
飽
き
性
で
ね
」
と
笑
う
が
、

27
歳
で
が
ん
を
患
っ
た
こ
と
で
、「
人
生
で
大
切

に
し
た
い
こ
と
は
な
に
か
」
を
本
気
で
考
え
た
。

そ
し
て
始
め
た
の
は
、
牧
師
に
な
る
た
め
の

勉
強
だ
。
同
時
期
に
独
学
で
建
築
を
学
び
、
建

設
業
界
で
起
業
し
た
。
信
心
と
建
築
の
技
術
を

も
っ
て
、
教
会
を
通
じ
て
メ
キ
シ
コ
で
家
屋
の

建
設
や
修
繕
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、

メ
キ
シ
コ
と
ア
メ
リ
カ
を
行
き
来
す
る
生
活
を

２
年
続
け
た
。

そ
ん
な
ベ
リ
ー
さ
ん
が
来
日
す
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
１
９
９
５
年
に
起
き
た

阪
神
淡
路
大
震
災
だ
っ
た
。「
な
ぜ
日
本
の
教

会
は
も
っ
と
被
災
者
に
手
を
差
し
伸
べ
な
い
の

か
？
」
と
腹
を
立
て
た
ベ
リ
ー
さ
ん
は
、
ア
メ

リ
カ
で
教
会
の
ト
ッ
プ
を
問
い
た
だ
し
た
。
す

る
と
「『
で
は
、
あ
な
た
が
日
本
に
行
け
ば
？
』

と
提
案
さ
れ
た
ん
で
す
」。

か
く
し
て
ベ
リ
ー
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
人
の
妻

と
３
人
の
子
を
連
れ
東
京
へ
。
当
時
の
日
本
に

は
な
か
っ
た
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
を
立
ち
上
げ

る
な
ど
孤
軍
奮
闘
す
る
。
当
初
は
東
京
に
住
ん

だ
が
都
会
に
な
じ
ま
ず
、
知
人
を
頼
っ
て
京
都

へ
と
移
り
住
ん
だ
。

伏
見
区
の
淀よ
ど

に
居
を
構
え
、
新
た
に
フ
ー
ド

バ
ン
ク
を
立
ち
上
げ
た
ベ
リ
ー
さ
ん
は
、
同
時

に
英
会
話
教
室
を
開
業
。
さ
ら
に
は
家
族
を
養

う
た
め
、
土
日
は
牧
師
と
し
て
関
西
一
円
の
結

婚
式
場
を
は
し
ご
し
、
最
盛
期
に
は
年
間
６
５

０
件
も
の
式
を
執
り
行
っ
た
。

さ
ら
に
始
め
た
の
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ス
タ

イ
ル
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
店
、
コ
ズ
モ
ズ
カ
フ
ェ

だ
。「
毎
日
、
自
分
の
好
き
な
も
の
を
食
べ
た

い
か
ら
」、
理
由
は
シ
ン
プ
ル
だ
。

ハン
バ
ー
ガ
ー
店
と
牧
師 

ど
ち
ら
も
正
直
な
素
の
自
分

家
庭
に
も
変
化
が
あ
っ
た
。
最
初
の
妻
は
日

本
に
な
じ
め
ず
、
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
た
。
そ

の
後
、
日
本
人
女
性
と
再
婚
し
、
さ
ら
に
４
人

の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
た
。
今
で
は
孫
も
４
人
。

ベ
リ
ー
さ
ん
は
人
生
を
振
り
返
っ
て
言
う
。
　
　

「
聖
書
の
教
え
で
は
、
人
は
元
来
『
不
完
全
な

存
在
』。
周
り
の
人
を
気
に
掛
け
、
弱
い
人
を
助

け
る
。
自
分
よ
り
相
手
を
大
切
に
し
、
互
い
に

補
い
合
わ
な
け
れ
ば
」。
そ
う
や
っ
て
生
き
て
き

た
結
果
、
自
然
と
今
に
つ
な
が
っ
た
。
ベ
リ
ー

さ
ん
は
輪り
ん

廻ね

転て
ん

生せ
い

を
是ぜ

と
し
な
い
キ
リ
ス
ト
教

の
牧
師
だ
か
ら
こ
そ
「
や
り
た
い
こ
と
は
現
世

で
や
ら
な
い
と
。
や
り
た
か
っ
た
ら
、
と
り
あ

え
ず
、
や
っ
て
み
る
」
と
、
熱
を
込
め
る
。

や
り
た
い
こ
と
に
身
を
投
じ
て
き
た
ベ
リ
ー

さ
ん
は
、
今
を
生
き
る
人
だ
。
自
分
の
肩
書
は

「
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
お
い
し
い
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を

作
る
牧
師
で
す
」
と
、
愉
快
そ
う
に
話
す
。

味も雰囲気もアメリカ仕様のハンバーガーショップ

や
り
た
い
こ
と
は
と
り
あ
え
ず
、や
っ
て
み
る

コズモズカフェ京都
z075-200-3845　x京都市伏見
区平野町59-2　c11時～15時 17
時～20時半　v木

特集バス停は「西大手筋」  

「めちゃくちゃおいしいハンバーガーを作る牧師です」

コズモズカフェ京都　店主　ベリー・ワイエト
KOZMOZ CAFEÉ KYOTO

BarryWyatt
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京料理 うを弥
z075-601-0767　x京都市伏見
区伯耆町1　c11時半～14時 17
時～21時（夜は予約のみ）　v水

特集バス停は「西大手筋」  

１／1階のカウンターはわずか4席。法事や宴会にも使われる
2階の座敷は18席。どんなに大量の注文が入っても「夫婦二
人なら十分対応できる」と中野さん。まさに初代さんあっての

「うを弥」である。２／中野さん曰く「伏見価格」のお昼ごは
ん。この内容で1,300円とお値打ち。3／野菜の細工の美し
さに仕出し屋魂を感じる「焚合わせ」。厨房に立つ夫の姿を
ずっと見てきた初代さんは「鱧の骨切りの音を聞くだけで、夫
の調⼦がわかる」と話す。

１
９
１
０
（
明
治
43
）
年
に
現
在
の
当
主
・
中

野
義
和
さ
ん
の
祖
父
が
仕
出
し
屋
と
し
て
開
業

し
た
う
を
弥や

。
酒
蔵
を
は
じ
め
、
得
意
先
に
は

地
元
の
名
士
が
名
を
連
ね
る
。
お
弁
当
や
会
席

の
仕
出
し
、
出
張
料
理
。
地
域
密
着
の
仕
出
し

屋
と
し
て
、
三
代
に
わ
た
り
信
頼
を
積
み
重
ね

て
き
た
。
妻
の
初
代
さ
ん
と
と
も
に
店
を
営
む
。

料
理
人
が
集
う
研
究
会
で 

「
常つ
ね
の
通と
お
り
」の
重
み
を
知
る

現
在
75
歳
の
中
野
さ
ん
が
こ
の
道
に
入
っ
た

の
は
18
歳
の
と
き
。
丁
稚
が
20
人
も
い
る
、
京

都
の
老
舗
料
理
屋
で
見
習
い
と
な
る
が
、
１
年

で
退
職
。
そ
の
後
は
実
家
の
父
の
も
と
で
修
業

を
し
た
。
腕
を
磨
い
た
の
は
、
料
理
人
た
ち
の

勉
強
会
で
あ
る
「
京
都
料
理
研
究
会
」
だ
。

研
究
会
の
開
催
は
月
に
１
回
、
毎
回
講
師
が

れ
る
人
を
魅
了
す
る
。
支
え
る
愛
妻
の
初
代
さ

ん
に
か
け
る
言
葉
は
、
ど
こ
ま
で
も
優
し
い
。

「
儲
か
る
儲
か
ら
な
い
は
別
と
し
て
、
え
え
も

ん
を
出
し
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

実
際
、
ラ
ン
チ
の
豪
勢
さ
に
編
集
部
は
驚
い

た
。
こ
の
日
は
天
然
の
甘
鯛
造
り
に
、
鰈か
れ
い

の
唐
揚

げ
、
焚
合
わ
せ
な
ど
。
た
っ
ぷ
り
と
し
た
ご
馳
走

そ
の
お
値
段
は
１
３
０
０
円
な
り
。
お
値
打
ち
は

仕
出
し
屋
だ
か
ら
こ
そ
。
中
野
さ
ん
は
言
う
。

「
う
ち
は
料
理
屋
で
は
な
い
ん
で
す
。
料
理
屋

に
は
仲
居
さ
ん
が
い
て
、
季
節
の
し
つ
ら
え
で

客
を
も
て
な
す
。
料
理
と
空
間
や
接
客
も
含
め

て
、
総
合
的
な
場
所
と
は
全
然
違
う
ん
で
す
」。
　

謙
遜
で
も
自
嘲
で
も
な
く
、
中
野
さ
ん
は
矜

持
を
持
っ
て
「
自
分
は
仕
出
し
屋
」
と
胸
を
張
る
。

仕
出
し
屋
は
、
冷
め
て
も
お
い
し
い
料
理
を
つ
く

る
だ
け
で
は
な
い
。
得
意
先
と
の
つ
な
が
り
を
大

立
っ
て
、
課
題
の
料
理
作
り
に
取
り
組
む
。
こ

こ
で
中
野
さ
ん
は
、
同
じ
京
料
理
で
も
地
域
に

よ
っ
て
味
付
け
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
知
る
。

し
か
し
講
師
の
料
理
人
は
、
作
り
方
は
教
え

て
も
、
模
範
と
な
る
味
付
け
を
細
か
く
指
導
を

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
味
付
け
は
、
常
の

通
り
に
」。
つ
ま
り
、
い
つ
も
通
り
に
。
調
味

に
つ
い
て
の
指
示
は
、
毎
回
そ
れ
だ
け
だ
っ
た
。

中
野
さ
ん
の
「
常
の
通
り
」
は
、
祖
父
や
父

が
築
き
上
げ
た
「
伏
見
の
味
」。
伏
見
の
人
た
ち

が
愛
す
る
、
冷
め
て
も
お
い
し
い
「
仕
出
し
屋
の

味
」
だ
。
中
野
さ
ん
は
研
究
会
で
「
自
分
の
味
を

守
る
こ
と
」
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
、
と
述
懐
す
る
。

自
分
は
仕
出
し
屋 

胸
を
張
って「
え
え
も
ん
」を
出
す

中
野
さ
ん
の
の
び
の
び
と
し
た
人
柄
は
、
訪

切
に
し
、
親
子
何
代
も
に
わ
た
り
、
そ
の
家
に
合

わ
せ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
る
。
そ
れ

が
中
野
さ
ん
の
思
う
仕
出
し
屋
だ
。

「
伏
見
の
お
客
さ
ん
は
シ
ビ
ア
。
値
段
に
も

う
る
さ
い
し
、
文
句
も
多
い
。
で
も
そ
の
人
た

ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
『
常
の
味
』
を

作
っ
て
き
た
。
自
分
の
料
理
に
た
だ
お
い
し
い

と
言
っ
て
も
ら
い
た
い
だ
け
」。

中
野
さ
ん
は
健
啖
家
だ
。「
酒
で
腹
を
ふ
く
ら

ま
せ
る
の
は
嫌
い
」
で
、
自
分
の
お
客
に
も
、
自

慢
の
料
理
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

こ
の
考
え
方
も
仕
出
し
屋
だ
か
ら
こ
そ
、
だ
。

た
だ
し
、
常
連
で
に
ぎ
わ
う
夜
の
カ
ウ
ン
タ

ー
は
別
。「
ち
ょ
っ
と
上
質
な
も
の
、
高
い
の

ば
っ
か
り
出
す
」
と
笑
い
、
「
絶
対
お
昼
に
来

て
！
」
と
お
ど
け
る
。
ま
ず
は
昼
の
暖
簾
を
く

ぐ
る
こ
と
か
ら
、
お
す
す
め
し
た
い
。

UOYA

明治から三代続く仕出し店。

「味付けは『常の通り』を守ること」

自分の料理に
おいしいと言われたい Y

os
hikaz
u

Ha
tsuy
o

Na
kano

Na
kano

京料理 うを弥　店主　中野義和
　中野初代
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和み鉄板 きた
z075-622-0753　x 京 都 市 伏
見区西大手町315-4　c17時半
～翌0時(火～土曜フード23時L.O.　
日曜フード22時L.O.)　v月

特集バス停は「西大手筋」  

1／大手筋商店街からもすぐの立地。２／「キッチャン」の名
物がここでも。キャベツが蒸しあがったタイミングで半熟の目
玉焼きをつぶしながらいただく「スペとん」ことスペシャルとん
平715円。３／マスターのオモニから教わったジャガイモ入り
のすじ煮込み748円もファンの多い人気の品だ。

kita

そ
の
日
は
平
日
。
な
の
に
開
店
す
る
や
続
々

と
客
が
訪
れ
、
「
和
み
鉄
板 

き
た
」
の
店
内
は

早
々
と
満
席
に
。
カ
ウ
ン
タ
ー
に
目
を
向
け
る

と
、
鉄
板
の
前
で
忙
し
そ
う
に
立
ち
回
る
店
主
、

喜
多
和
彦
さ
ん
の
大
き
な
背
中
が
見
え
る
。

夢
を
見
失
っ
た
20
代
。 

10
年
ぶ
り
の
再
会
が
人
生
を
変
え
た

小
学
生
ま
で
京
田
辺
市
、
中
高
は
宇
治
市
で

育
っ
た
喜
多
さ
ん
。
大
阪
商
業
大
学
に
は
ス
ポ

ー
ツ
推
薦
で
進
学
。
種
目
は
小
学
生
か
ら
長
く

打
ち
込
ん
で
き
た
野
球
だ
っ
た
。
入
学
し
て
す

ぐ
に
、
上
級
生
た
ち
を
差
し
置
い
て
ベ
ン
チ
入

り
す
る
ほ
ど
期
待
さ
れ
た
が
、
肩
を
壊
し
て
し

ま
っ
て
か
ら
は
状
況
が
一
変
し
た
。「
そ
れ
か

ら
は
自
分
で
も
腐
っ
て
し
ま
っ
て
」。

野
球
選
手
の
夢
は
絶
た
れ
、
卒
業
後
も
職
を

転
々
と
し
た
。
そ
ん
な
時
だ
。
高
校
時
代
の
野

球
部
の
先
輩
が
店
を
始
め
た
と
い
う
話
を
聞
き
、

祝
い
の
た
め
に
訪
れ
た
。
そ
の
店
が
、
百
万
遍

に
あ
っ
た
「
キ
ッ
チ
ャ
ン
」
だ
っ
た
。

お
好
み
焼
き
と
、
当
時
は
ま
だ
少
な
か
っ
た
韓

国
家
庭
料
理
の
両
方
が
味
わ
え
る
店
。
何
を
食
べ

て
も
お
い
し
い
。
10
年
ぶ
り
に
会
っ
た
先
輩
と
そ

の
オ
モ
ニ
が
作
る
「
キ
ッ
チ
ャ
ン
」
に
、
魅
了
さ

れ
た
。
客
と
し
て
通
う
う
ち
に
、
働
き
た
い
と
願

う
よ
う
に
な
る
。
29
歳
の
と
き
だ
っ
た
。

「
最
初
は
『
飲
食
店
は
そ
ん
な
に
甘
く
な
い
』

と
断
ら
れ
た
ん
で
す
け
ど
、
行
く
た
び
に
バ
イ

ト
さ
せ
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
た
ら
、
皿
洗

い
で
入
ら
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
て
」。
　

会
社
勤
め
を
し
な
が
ら
週
に
３
回
、
店
に
通

っ
た
。
活
気
の
あ
る
繁
盛
店
で
過
ご
す
時
間
は
、

楽
し
か
っ
た
。
半
年
が
過
ぎ
た
頃
、
正
式
に
憧

れ
の
店
へ
の
入
社
が
決
ま
っ
た
。

感
謝
の
気
持
ち
と
と
も
に
、 

店
の
味
を
守
ってい
く

「
キ
ッ
チ
ャ
ン
」
の
マ
ス
タ
ー
、
金
義
広
さ

ん
は
喜
多
さ
ん
の
野
球
部
の
先
輩
だ
。
高
校
の

夏
休
み
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
が
あ
る
。
喜

多
さ
ん
の
母
が
入
院
し
、
昼
の
弁
当
が
な
い
喜

多
さ
ん
を
心
配
し
た
金
さ
ん
が
、
自
分
の
母
親

（
オ
モ
ニ
）
に
喜
多
さ
ん
の
弁
当
を
作
っ
て
も
ら

い
、
持
っ
て
き
て
く
れ
た
の
だ
。

「
心
遣
い
と
、
あ
の
オ
モ
ニ
の
味
が
忘
れ
ら

れ
な
か
っ
た
。
約
十
年
ぶ
り
に
再
会
し
て
お
礼

を
言
っ
た
ら
、
マ
ス
タ
ー
も
オ
モ
ニ
も
、
ま
っ

た
く
覚
え
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
（
笑
）」。

尊
敬
で
き
る
マ
ス
タ
ー
の
も
と
、
11
年
間
「
キ

ッ
チ
ャ
ン
」
で
働
い
た
。
調
理
場
で
オ
モ
ニ
の
味

を
体
得
。
そ
し
て
、
40
歳
で
独
立
を
決
め
る
。

「『
好
き
な
こ
と
を
し
た
ら
い
い
』。
独
立
の

と
き
に
そ
う
マ
ス
タ
ー
は
言
っ
て
く
れ
た
ん
で

す
け
ど
、
先
輩
の
オ
モ
ニ
の
味
を
守
る
こ
と
が

僕
に
と
っ
て
の
や
り
た
い
こ
と
で
し
た
」。

職
を
転
々
と
し
て
、
人
生
の
道
標
を
失
っ
て

さ
ま
よ
っ
て
い
た
自
分
に
、
生
き
る
道
を
教
え

て
く
れ
た
マ
ス
タ
ー
。
独
立
し
た
後
も
マ
ス
タ

ー
と
の
交
流
は
続
い
て
い
る
。
２
０
１
０
年
の

オ
ー
プ
ン
か
ら
、
マ
ス
タ
ー
は
必
ず
年
に
１
回

は
顔
を
出
し
て
く
れ
る
。

「
そ
の
た
び
に
マ
ス
タ
ー
は
『
う
ち
の
オ
モ

ニ
の
味
や
な
』
と
褒
め
て
く
れ
る
。
店
を
や
っ

て
い
て
、
そ
れ
が
一
番
、
う
れ
し
い
で
す
ね
」。

兄
弟
愛
に
も
似
た
不
思
議
な
絆
が
、
今
も
喜

多
さ
ん
を
支
え
て
い
る
。
伏
見
桃
山
の
お
好
み

焼
き
屋
は
、
今
日
も
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

「うちのオモニの味やな」が
うれしい

お好み焼きと韓国家庭料理が楽しめる鉄板料理店。

「先輩のオモニの味を守ることが、
やりたい店の姿だった」

和み鉄板 きた　店主　喜多和彦

Kazuhiko
Kita
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伏見駿河屋本店
z075-611-0020　x京都市伏
見区下油掛町174　c10時 ～
18時　v月・火

特集バス停は「西大手筋」  

１／「最近はひと口サイズの羊羹も増えてきたけど、口のサイズ
は人それぞれ。羊羹は好みの厚さに切って食べるのが一番」
と山本さん。風味豊かな白小豆をベースにした看板商品「煉
羊羹」、大納言小豆の粒を梅に見立てた「夜の梅」、「茶」と
もに756円～。２／風格のある佇まい。店舗横の竹田街道は
日本初の路面電車が走った道でもある。３／羊羹以外の商
品も多く取り揃える。

京
都
に
数
多
あ
る
和
菓
子
屋
、
そ
の
名
店
の

目
印
の
ひ
と
つ
が
「
駿す
る

河が

屋や

」
の
暖
簾
だ
。
歴

史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
駿
河
屋
の
創
業
は
室
町

時
代
中
期
、
名
物
は
煉
羊
羹
で
知
ら
れ
る
。
そ

の
本
家
筋
に
あ
た
る
「
総
本
家
駿
河
屋
」
は
、

現
在
は
拠
点
を
和
歌
山
に
移
転
し
、
当
地
で
人

気
を
誇
る
。

よ
く
似
た
名
前
で
や
や
こ
し
い
が
、
今
回
取

材
し
た
の
は
「
伏
見
駿
河
屋
本
店
」。
駿
河
屋

の
分
家
筋
に
あ
た
り
、
そ
の
名
の
通
り
今
も
伏

見
の
油
掛
通
に
店
を
構
え
る
。
現
在
55
歳
の
山

本
高
宏
さ
ん
が
十
一
代
目
当
主
を
務
め
る
。

厳
し
か
っ
た
父
の
仕
込
み
で
、 

気
づ
け
ば
一人
前
の
職
人
に

山
本
さ
ん
の
母
は
、
「
伏
見
駿
河
屋
本
店
」

に
生
ま
れ
た
。
和
菓
子
職
人
だ
っ
た
父
に
と
っ

て
「
伏
見
駿
河
屋
本
店
」
は
修
行
先
。
そ
こ

で
２
人
は
恋
に
落
ち
、
父
は
「
菓
子
司
　
山
も

と
」
と
し
て
独
立
す
る
。
そ
し
て
、
長
男
と
し

て
生
ま
れ
た
の
が
山
本
さ
ん
だ
。

「
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
、
和
菓
子
の
仕
事
は

手
伝
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
」。

父
は
、
根
っ
か
ら
の
職
人
だ
。
手
先
が
器
用

な
山
本
さ
ん
は
、
め
き
め
き
と
菓
子
作
り
の
腕

を
上
げ
た
。
高
校
卒
業
後
は
城
陽
の
和
菓
子
屋

で
働
い
た
。
父
に
仕
込
ま
れ
た
お
か
げ
で
、
い

つ
の
間
に
か
高
度
な
技
術
を
習
得
し
て
い
た
山

本
さ
ん
。
し
か
し
、
上
下
関
係
を
重
ん
じ
る
職

場
で
は
そ
れ
が
反
発
を
呼
び
、
実
家
に
戻
っ
た
。

20
歳
で
修
行
先
か
ら
戻
っ
た
息
子
に
、
父
は
厳

し
か
っ
た
。

「
当
時
、
尖
っ
て
い
た
僕
に
、
父
は
『
和
菓

子
組
合
の
コ
ン
テ
ス
ト
へ
出
品
し
て
み
ろ
』
と

言
い
ま
し
た
。
僕
自
身
、
コ
ン
テ
ス
ト
で
１
位

を
取
れ
ば
、
父
も
文
句
な
い
と
思
っ
て
、
必
死

に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

数
年
か
け
て
挑
戦
し
た
結
果
、
23
歳
の
と
き

に
１
位
を
獲
得
。「
よ
う
が
ん
ば
っ
た
な
」。
亡

父
が
褒
め
て
く
れ
た
の
は
、
後
に
も
先
に
も
こ

の
と
き
だ
け
だ
っ
た
。

母
の
実
家
を
継
い
だ
十
一代
目
が 

考
え
る
、和
菓
子
の
在
り
方

「
後
継
者
が
い
な
い
」
と
い
う
理
由
で
「
伏
見

駿
河
屋
本
店
」
が
こ
の
ま
ま
で
は
閉
業
す
る
と

い
う
連
絡
を
受
け
た
の
は
、
33
歳
の
と
き
。
店

の
親
戚
筋
に
、
自
分
以
外
は
和
菓
子
が
作
れ
る

適
任
者
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
親
し
ん
だ
亡

き
祖
母
に
も
「
店
に
な
に
か
あ
っ
た
ら
、
助
け

て
欲
し
い
」
と
頼
ま
れ
て
い
た
。
悩
ん
だ
結
果
、

山
本
さ
ん
は
「
菓
子
司
　
山
も
と
」
と
掛
け
持
ち

で
、「
伏
見
駿
河
屋
本
店
」
を
継
ぐ
決
意
を
し
た
。

た
い
て
い
の
和
菓
子
は
作
れ
る
山
本
さ
ん
が
、

「
伏
見
駿
河
屋
本
店
」
の
継
承
に
あ
た
り
、
本

気
で
取
り
組
ん
だ
の
は
煉
羊
羹
づ
く
り
だ
。
機

械
製
か
手
づ
く
り
か
。
先
に
入
れ
る
の
は
小
豆

か
水
あ
め
か
。
素
材
ひ
と
つ
、
工
程
ひ
と
つ
で

羊
羹
の
風
味
は
変
わ
る
。「
絶
対
に
守
る
べ
き

も
の
」
を
通
じ
、
山
本
さ
ん
は
和
菓
子
の
在
り

方
を
、
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
今
、
和
菓
子
業
界
に
必
要
な
こ
と
は
、
新
し

い
こ
と
を
始
め
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
忘
れ
去
ら

れ
て
い
く
も
の
を
止
め
る
努
力
が
必
要
で
す
」。

老
舗
を
継
い
だ
山
本
さ
ん
の
胸
に
あ
る
の
は
、

日
本
が
誇
る
和
菓
子
文
化
の
伝
承
の
大
切
さ
だ
。

使
命
に
も
似
た
和
菓
子
へ
の
想
い
を
、
こ
の
地

で
誕
生
し
た
煉
羊
羹
に
込
め
る
。

和菓子の味わい方を伝えたい

2 4 0年以上続く老舗和菓子店。

「忘れ去られていくものを、
止める努力が必要です」

伏見駿河屋本店　十一代目当主　山本高宏fushimi surugaya 
honten

Takahiro
Yamamoto



ド
イ
ツ
の
ビ
ー
ル
の
ブ
ル
ワ
リ
ー
を

日
本
に
「
翻
訳
」

伏
見
の
名
店
と
聞
か
れ
て
、
鳥
せ
い

本
店
を
挙
げ
る
人
は
多
い
だ
ろ
う
。
な

に
し
ろ
串
焼
き
も
酒
も
う
ま
い
。
平
日

も
行
列
必
至
。
経
営
す
る
の
は
、
江
戸

時
代
、
１
６
７
７
年
に
創
業
し
た
蔵

元
・
山
本
本
家
だ
。

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
酒
蔵
が
鳥
料

理
の
店
を
始
め
た
の
か
？
　
専
務
の
山

本
晃
嗣
さ
ん
に
聞
い
た
。

「
山
本
本
家
で
は
食
事
に
向
い
た
お

酒
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

食
事
と
お
酒
を
出
し
た
い
と
い
う
思
い

が
強
く
あ
り
ま
し
た
」。

鶏
は
、
あ
っ
さ
り
か
ら
こ
っ
て
り
ま

で
、
味
付
け
の
幅
が
広
い
。
い
ろ
ん
な

食
中
酒
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
に
は
、
鶏

料
理
と
の
組
み
合
わ
せ
が
最
適
だ
っ
た
。

１
９
７
６
年
に
開
店
し
た
当
時
、
蔵
元

が
経
営
す
る
料
理
店
は
珍
し
か
っ
た
。

参
考
に
し
た
の
は
ド
イ
ツ
の
酒
蔵
だ
。

「
祖
父
は
、
ド
イ
ツ
へ
視
察
に
行
き
、

ビ
ー
ル
の
ブ
ル
ワ
リ
ー
の
脇
で
ソ
ー
セ

ー
ジ
を
出
す
様
子
に
い
た
く
感
心
し
た

そ
う
で
す
。
あ
の
ス
タ
イ
ル
を
日
本
に

翻
訳
し
た
の
が
、
鳥
せ
い
な
ん
で
す
」。

あ
ら
た
め
て
メ
ニ
ュ
ー
を
眺
め
る
と
、

大
吟
醸
酒
、
吟
醸
酒
、
純
米
酒
か
ら
熱

燗
ま
で
ず
ら
り
。
多
彩
な
酒
を
受
け
止

め
る
の
が
、
鳥
料
理
な
の
だ
。
な
お
、

山
本
さ
ん
の
イ
チ
オ
シ
の
組
み
合
わ
せ

は
、
鶏
皮
を
揚
げ
た
「
パ
リ
揚
」
と
純

米
吟
醸
の
「
祝
い
わ
い

」。「
大
好
物
で
、
往

復
運
動
が
止
ま
り
ま
せ
ん
」。

そ
う
話
す
山
本
さ
ん
、
実
は
酒
量
が

そ
れ
ほ
ど
多
い
体
質
で
は
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
苦
手
な
人
に

も
楽
し
め
る
鳥
せ
い
で
あ
り
た
い
と
い

う
思
い
が
強
い
。

「
串
焼
き
の
た
れ
に
は
酒
が
入
っ
て

い
ま
す
。
飲
め
な
い
方
で
も
、
鳥
せ
い

で
は
お
酒
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
の

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
飛

ば
し
て
い
ま
す
よ
」。

実
際
、
鳥
せ
い
は
地
元
に
愛
さ
れ
る

店
だ
。
こ
の
外
国
人
観
光
客
が
多
い
時

代
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
比
率
は
10
%
以
下
。

地
元
客
に
は
、
祖
父
、
子
、
孫
の
三
世

代
で
通
う
人
も
多
い
。

「
鳥
せ
い
も
酒
蔵
も
、
続
け
る
こ
と

が
大
切
。
そ
の
た
め
に
は
数
年
の
ス
パ

ン
で
は
な
く
、
長
い
目
で
見
る
必
要
が

あ
り
ま
す
」。

創
業
か
ら
３
４
８
年
目
を
迎
え
た
老

舗
が
営
む
鶏
料
理
店
。
風
情
あ
る
酒
蔵

に
は
、
３
世
紀
を
超
え
て
歩
み
続
け
る

哲
学
が
貫
か
れ
て
い
る
。

感じました。天守閣の北側にある伏見北堀公園は
広 と々していて、週末に家族と一緒に、ピクニック
気分で遊びに来ても楽しそうです。

そこから「御香宮前」に戻り、南8番のバスで「国
道大手筋」へ。19番に乗り換え、次に向かったの
は「城南宮」。城南宮の名前は、車に貼られた交
通安全のステッカーで見かけたことがある方も多
いのでは。方角の災いを除く「方

ほう

除
よけ

」の御神徳で
有名な神社です。境内にある庭園「楽水苑」には、

『源氏物語』に登場する80種を超える草木が植え
られており、「源氏物語 花の庭」とも呼ばれていま
す。四季折々の趣ある景色を楽しむことができます。

最後は妙蓮寺で一息

続いて、バス18番で「竹田駅西口」へ。竹田駅
から地下鉄に乗って今出川駅で下車。速くて便利
です。そこから203番で「堀川今出川」へと向かい、
9番に乗り換え、最後に降りたのは「堀川寺ノ内」
のバス停。

お目当ては、「妙蓮寺」です。季節ごとに様々な
花が境内に咲き、夏から秋にかけてはフヨウが見
ごろです。予約をすれば、収蔵されている長谷川
等伯一派の襖絵などを観ることもできます。閑静な
境内で、ほっと一息つきました。

京都には行けていない神社仏閣がまだまだたくさ
んあるので、１日券を使って巡っていきたいです！

気になっていた神社仏閣巡り

今回のバス停は「西大手筋」。伏見を中心に運行
する路線が多い中、19番、81番、南5番は京都駅
も通り、京都市中心部とのアクセスもよいバスも停
まります。また、月桂冠の昭和蔵工場の敷地内に
ある北行きの停留所は、伏見の酒造をイメージし
た特別なデザインになっています。

今回は、そんな「西大手筋」を起点に、名前は
聞いたことがあるけれど行ったことのない、「気に
なっていた神社仏閣」を中心に、巡りました。

伏見の穴場スポット、金
きん

札
さつ

宮
ぐう

まずは「西大手筋」から北に10分ほど歩いて金
札宮へ。伏見で最も古い神社のひとつと言われる、
由緒ある神社です。観光客の多い伏見稲荷大社な
どと比べ、落ち着いた雰囲気の穴場スポットです。

その後は「西大手筋」のバス停に戻り、南8番で
「御

ご

香
こうのみや

宮前」へ。バス停すぐそばにある御香宮神
社を訪ねました。こちらは安産・子育ての神様が
祀られている神社です。新緑の美しい境内をゆっ
たりと歩き、お参りしました。

伏見桃山城でピクニック気分

そこから東へ歩いて伏見桃山城へ。船岡山など、
京都市内の小高いところからも見えるほど、大きな
お城です。近くで見ると一段と大きく見え、迫力を

西大手筋
>　バス

御香宮前
>　バス

国道大手筋
>　バス

城南宮
>　バス

竹田駅西口
>　地下鉄

烏丸今出川（地下鉄今出川駅）
>　バス

堀川今出川
>　バス

堀川寺ノ内

西大手筋

詳しいアクセス・
時刻表はこちらから

市バス・地下鉄
ガイド

今回翼くん使用の地下鉄・バス１日券。京都
市交通局の案内所、定期券発売所、市バ
ス営業所等で購入可能。

vol.42

京都市バスをこ
よなく愛する男
⼦・翼くんが、縦
横無尽にバスと
地下鉄を乗り継
ぎ、１日券を楽し
みます。

Toda y 's  Route

バス停西大手筋の東南にある、
風情ある酒蔵にできた長い行列。

鳥せい本店を経営するのは
老舗の蔵元・山本本家だ。

vol.85

西大手筋

鳥せい本店
z075-622-5533　 京都市
伏 見 区 上 油 掛 町 186　c11
時～22時（L.O.21時半）　v月

（祝・祭日は除く）

特集バス停は「西大手筋」  

令
和
７
年
6
月
8
日（
日
）ま
で

【
実
施
期
間
】

地
下
鉄
烏
丸
御
池
駅
改
札
内

・
烏
丸
線
ホ
ー
ム
階
北
側 

東
西
線
乗
換
連
絡
通
路

　部
分
3
か
所

・コ
ン
コ
ー
ス
階
北
改
札
付
近
（
改
札
内
） 

1
か
所

【
掲
出
場
所
】

■
展
覧
会
公
式
カ
タ
ロ
グ

■〈
京
都
展
限
定
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
〉

　・
鶴
屋
吉
信
コ
ラ
ボ「
モ
ネ
の
い

　
ろ
ど
り
琥
珀
糖
」

　・た
ま
茶
コ
ラ
ボ「
モ
ネ 

３
種
の
オ
リ

　
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
ハー
ブ
ティ
ー
」

※
当
選
者
に
は「
モ
ネ 

睡
蓮
の
と
き
」公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

て
当
選
の
ご
連
絡
を
い
た
し
ま
す
。

【
景
品
】

詳しくはこちら

京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
に
て
開
催
中
の
「
モ
ネ 

睡
蓮

の
と
き
」
と
コ
ラ
ボ
し
、
ク
ロ
ー
ド
・モ
ネ
の
「
睡
蓮
」

が
描
か
れ
た
、
最
大
で
12
㎡
を
超
え
る
巨
大
な
シ
ー

ト
4
枚
を
烏
丸
御
池
駅
構
内
に
掲
出
中
。
ハ
ッ
シ
ュ
タ

グ
「
御
池
に
睡
蓮
」
を
付
け
て
、「
睡
蓮
」
の
シ
ー
ト

の
写
真
4
枚
を
S
N
S
に
投
稿
す
る
と
、
抽
選
で
展

覧
会
公
式
カ
タ
ロ
グ
と
京
都
展
限
定
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
の

セ
ッ
ト
が
当
た
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
を
実
施
し
ま
す
！

京
都
市
交
通
局
×
展
覧
会「
モ
ネ 

睡
蓮
の
と
き
」

地
下
鉄
烏
丸
御
池
駅
に
モ
ネ
の
睡
蓮
が
出
現
！

お問い合わせ
京都市交通局
企画総務部営業推進課
TEL：075-863-5065



フラットエージェンシー 本店営業部

もよりバス停は「北大路堀川」

z0120-75-0669 　　
x京都市北区紫野西御所田町9-1
c10時～18時　v火
https://flat-a.co.jp

そのワガママ、すべてフラットエージェンシーへ！

ハンケイ500mに登場した
街に住みたい 京都をもっと深く

知りたい

　京
阪
本
線
、
近
鉄
京
都
線
が
通
っ
て
お
り
、
ア

ク
セ
ス
が
良
好
な
今
回
の
エ
リ
ア
。
す
ぐ
近
く
に

は
、
伏
見
の
台
所
と
い
わ
れ
る
伏
見
大
手
筋
商
店

街
も
あ
り
、
暮
ら
し
や
す
い
と
人
気
で
す
。

　大
阪
出
身
の
F
さ
ん
に
、
こ
の
エ
リ
ア
に
つ
い
て

聞
い
て
み
ま
し
た
。「
こ
の
近
く
の
伏
見
イ
ン
ク
ラ
イ

ン
は
、
知
る
人
ぞ
知
る
桜
の
名
所
と
し
て
も
有
名
。

天
気
の
良
い
日
の
散
歩
に
は
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
京
都
は
自
然
が
豊
か
で
歴
史
名
所
も
多
い

と
こ
ろ
が
、
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
特
に
こ
の
辺
り

は
、
豊
臣
秀
吉
と
徳
川
家
康
と
縁
の
あ
る
伏
見
城

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
歴
史
的
に
も
由
緒
の
あ
る
と

こ
ろ
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今号のバス停「西大手筋」から自転車で10分

丹波橋駅付近にある、
学生にうれしいマンション探訪！
『ハンケイ500m』特集で取り上げたエリアか
ら、自転車ですぐの物件を紹介するコーナー。
今号は丹波橋駅近くにあるマンションです。
現役大学生が住み心地をチェックします！

京都教育大学教育学部4年
生。大学へは大阪市内の実
家から通っている。

Fさん 大
学
・
実
習
先
か
ら

こ
の
距
離
な
ら
、

実
習
期
間
も
安
心
！

　今回ご紹介するのは、京阪本線・近鉄
京都線の丹波橋駅からすぐのところにある
「MeW House桃山」。探訪したのは、物件
から近鉄京都線で１駅となりにある、京都
教育大学教育学部に通うFさんです。Fさん
は「大阪市に住む私は、夜が遅くなる教育
実習期間中は帰宅も遅くなります。大学付
近に住む友人宅に泊めてもらっていまし
た」と話します。「大学指定の実習中学校
が徒歩圏内。ここなら夜遅くなっても安心
ですね。さらには京阪・近鉄の駅が近く、
京都市の中心街はもちろん、大阪にも出
やすい立地。一人暮らしには余裕ある広
さの部屋が、このお値段！　ここに引っ越
しがしたくなりました！」。

MeW House桃山MeW House桃山MeW House桃山

33,000̃￥ 月

物件基本情報 【住所】京都市伏見区 桃山水野左
近東町58-3/ 賃料 3万3000円～ / 24時間ゴミ
出し可、敷地内ゴミ置き場あり / 北向き・南向き / 
間取り1R / 面積 16㎡前後 / 築38年 / 鉄筋コン
クリート ※掲載情報は4月18日時点の情報です。

詳しくはこちら

バルコニー

収
納

洋室7.1帖

近くの 映え風景

トイカメラ風

春には桜がこんなに綺麗に咲く伏見インクライン！ by編集部

初
夏
の
贈
り
物
に

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
扇
子
を
。

初
夏
の
日
差
し
が
ま
ぶ
し
い
季
節
。ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
コ
ン
パ

ク
ト
な
扇
子
は
、涼
を
と
る
の
に
重
宝
し
ま
す
。京
扇
子
の
老
舗
・

白
竹
堂
か
ら
、母
の
日
、父
の
日
の
贈
り
物
に
も
最
適
な
扇
子
を

セ
レ
ク
ト
。今
年
は
、猫
と
暮
ら
す
京
都
在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー「m

akim
ichi

」さ
ん
の
素
敵
な
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

白竹堂 京都本店

もよりバス停は「河原町三条」

z075-221-1341 　　
x京都市中京区麩屋町通
六角上ル 白壁町448　
c10時～18時
www.hakuchikudo.co.jp

シェリーセット A　
7,700円（税込）

独特なやわらかい線画で描かれ
た、ネコ「シェリー」。ユーモ
ラスな表情が印象的なシリーズ
です。白生地の扇面に赤塗り
の親骨、黒染めの仲骨のコント
ラストがスタイリッシュです。 シェリーセット B　

7,700円（税込）

ネコのシェリーが、さまざまな
表情と仕草で描かれたシリー
ズ。モノクロの扇面がシンプル
で持ちやすく、赤の親骨もアク
セントに。猫好きに喜ばれるモ
ダンな扇子です。

エルサセット 月あかり
7,700円（税込）
鮮やかな群青の扇面に描かれた、月に寝そべ
るネコ。「月あかり」は、ネコの鋭く愛くるし
い表情がモダンな印象をあたえます。シック
なコーディネートにもよく合う扇子です。

エルサセット 桜ふわり
7,700円（税込）
エメラルドグリーンの空に飛び散るハート。
扇面の真ん中にキュートなポーズで頬を染
めるネコが描かれている「桜ふわり」は、
インパクトのある素敵な贈り物になります。
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着物はもっと自由に、楽しく―。

そう話す着物スタイリストの兼田藍さんが

「初夏のお出かけの着物」を紹介します。

着物を自由に楽しむための

知っておきたい
着物のあれこれ

ハンケイ500m 着物コラム

着物スタイリスト 兼田 藍 さん
大阪出身。高校卒業後、着物の専門学校へ。和裁や着付け、コーディネートを習得。「着物に関わりたい」と
２０２０年、京都wabitas入社。SNSでの着物情報の発信やショールームでの案内に携わる。

PROFILE

京都wabitasスタイリスト 兼田藍さんプロデュース

着物コーディネートイベントレポート!

　急に暑くなったり、雨に降られたり。天候
の変わりやすい初夏におすすめしたいのが、
雨にも強い小紋の着物です。　
　水色が涼しげな小紋は、「撥水加工」が
施されています。雨に濡れても生地を傷める
心配がなく、梅雨時でも安心。まさにレイン
コートとして仕立てても素敵です。

　この着物に合わせたのは、小千谷紬の名
古屋帯。鮮やかな紫から青に移るグラデー
ションカラーが素敵です。淡くやさしい雰囲
気を醸す、ピンク色の帯締めと藤色の帯揚
げを選びました。ちょっとした初夏のお出か
けに、パッと華を添える一着です。

◆ 着物 変わり立涌模様の小紋
◆ 帯 グラデーションの染名古屋帯
◆ 帯締め     ピンクの帯締め
◆ 帯揚げ     ちりめんの帯揚げ

同じ小紋に、深い赤の米沢半幅帯を合わせました。帯柄が正面と端で異なるため、結んだ部分
によって印象が変わります。すっきりとしたターコイズブルーの帯締めを合わせました。

帯
で
印
象
が
変
わ
り
ま
す
！

C
hange!

手持ちの着物が帯や小物、羽織で印象がガラリと変わる――そんな「京都ｗａｂｉｔａｓの着物コーディ
ネート体験会」が４月に京町家・祥雲邸で開催され、大学生２名が参加。コーディネーターの兼田さんに、
合わせ方のコツを聞きがら、お気に入りの着物コーデが完成しました！

洋
服
で
は
選
ば
な
い
色
に
挑
戦
。

着
物
は
シ
ッ
ク
に
映
る
の
で
驚
き
ま
し
た
！

絵
柄
が
可
愛
ら
し
い
長
襦
袢
が
、

本
当
に
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
ね
！

上質な着物を取り扱う通販サイト

京都wabitas
今回、右ページでコーディネートされた着物も京都
wabitasのもの。紬・御召・小紋の正絹反物・麻着
物・帯・長襦袢など、高級反物を幅広く揃えます。
ショールームは事前予約制。サイトで見つけた気に
なる品を、手にとってじっくりと選ぶことができます。

詳
し
く
は
こ
ち
ら

麻100％の近江ちぢみの着物は、毎年夏に大人気の着物。
ひんやりとして涼しく、麻は吸湿性・吸汗性・抗菌性に優れているため
夏にぴったりです。カラーバリエーションも豊富にご用意しております。

本麻近江ちぢみの着物【反物】 35,750円（税込）

もよりバス停は「新町御池」

z075-342-2088
（平日9時～17時）　
c9時～17時　
v土・祝・年末年始 

お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
♪

Pick 
Up!

　
参
加
し
た
の
は
京
都
大
学
の
学
生
団
体

「
京
都
着
物
企
画
」メ
ン
バ
ー
の
２
人
。今
秋
、

岡
崎
公
園
で
着
物
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を

企
画
し
、
開
催
予
定
で
す
。「
プ
ロ
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
学
び
た
い
」
と
、
自
前
の

着
物
と
帯
を
持
参
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
兼
田
さ
ん
は
着
物
を
広
げ
な
が
ら
、
お

出
か
け
の
目
的
に
合
う
帯
や
小
物
を
次
々

と
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
「
羽
織
は
、

ワ
ン
ピ
ー
ス
に
羽
織
る
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
や

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
同
じ
。
着
物
の
汚
れ
防
止

に
も
な
り
ま
す
」
と
、薄
物
の
羽
織
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
に
加
え
ま
し
た
。

　「
羽
織
の
長
さ
は
好
み
で
選
ん
で
く
だ
さ

い
。
い
ま
の
流
行
り
は
長
羽
織
で
す
ね
。

後
で
短
く
切
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
迷

う
な
ら
、
最
初
は
長
羽
織
に
し
て
お
く
と

い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
も

も
ら
い
ま
し
た
。

　
学
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
好
み
の
も
の

を
選
び
、「
合
わ
せ
方
で
着
物
の
表
情
が

変
わ
る
ん
で
す
ね
」「
羽
織
や
長
襦
袢
の
選

び
方
を
知
り
、
着
物
が
ま
す
ま
す
好
き
に

な
り
ま
し
た
!
」
と
大
満
足
で
し
た
。

洋服では選んだことのない紫色
の小物を合わせてみたら、一気
に上品な雰囲気になったので
ビックリ。着物の色合わせの妙
を知りました。このコーディ
ネートでホテルのお食事に出か
けたいです。

岡元さんがお気に入りの花柄の小紋に、ラメのキ
ラキラ感も素敵な米沢半幅帯、ピンク色の長襦袢、
花柄の羽織で大人カワイイ！を表現しました。

帯と長襦袢で印象がガラ
リと変わるのが興味深
かったです。動物や朝食
をイメージしたものなど、
さまざまな柄の長襦袢が
可愛かったです。汗を吸
う麻の長襦袢なら、夏も
快適に過ごせそう。袖か
らちらりと見える、長襦
袢の色合わせのおしゃれ
も意識してみたいです。

春の装いをテーマに付け下げと半幅帯を持参した中川
さん。エレガントな文様の袋帯を選び、紫系の帯揚げと
帯締めで格調高い装いに。透け感のある丹後で織られ
た羽織生地は、春から秋の３シーズンで着られます。

before

before

after

after

なかがわ  ひ  な

中川 陽菜 さん
大阪府出身　京都大学3年生

おかもと わか な

岡元 和奏 さん
鹿児島県出身
京都大学２年生
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鎌倉時代の僧侶。1173年5月21日に京都の日野の里で
ご誕生。9歳で仏門に入り、90歳でご往生されました。

※御影堂前受付テントで、お一人
５千円以上の懇志ご進納で、「茶
席券・観能券」をお渡しいたします。

　「
宗
祖
」
と
は
浄
土
真
宗
の
開
祖

で
あ
る
親
鸞
聖
人
、「
降
誕
会
」と
は
、

お
誕
生
を
お
祝
い
す
る
法
要
の
こ
と

で
す
。聖
人
が
誕
生
さ
れ
た
平
安
時

代
末
期
は
疫
病
や
戦
乱
、
自
然
災

害
が
相
次
ぎ
、
人
々
が
恐
れ
と
悲
し

み
に
包
ま
れ
て
い
た
激
動
の
時
代
で

し
た
。そ
ん
な
中
で「
ひ
と
り
も
残
さ

ず
、
あ
ら
ゆ
る
人
を
救
う
」阿
弥
陀

如
来
の
教
え
を
広
め
、
多
く
の
人
々

に
心
の
平
安
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
宗
祖
降
誕
会
で
は
、親
鸞
聖
人
の

お
誕
生
を
祝
う
法
要
と
と
も
に
、祝

賀
能
、茶
席
、雅
楽
献
納
会
な
ど
の

祝
賀
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

宗
祖
降
誕
会
は
1
8
7
4
年
、

明
治
7
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

以
来
、1
5
1
年
間
、一
度
も
欠

か
す
こ
と
な
く
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。ご
門
徒
さ
ま
に
限
ら

ず
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
拝

で
き
ま
す
。法
要
の
他
に
も

様
々
な
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
普
段
味
わ
う
こ
と
の
で

き
な
い
特
別
な
体
験
が
で
き
ま

す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
西
本
願

寺
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

親鸞聖人の
あたたかい教えを
体感してください!

しん  らん しょう にん

「音をお供えする」という気持ちで、
心を込めて演奏します！

非日常の体験が味わえる

特別な2日間！

非日常の体験が味わえる

特別な2日間！

21
日(

水)

は
優
美
な

祝
賀
能
を
満
喫
！

21
日(

水)

は
優
美
な

祝
賀
能
を
満
喫
！

国
宝
・
飛
雲
閣
に
て

藪
内
流
に
よ
る

抹
茶
接
待
も
！

国
宝
・
飛
雲
閣
に
て

藪
内
流
に
よ
る

抹
茶
接
待
も
！

５月20日(火)・21日(水)に

西本願寺で開催される

「宗祖降誕会」とは!?

５月20日(火)・21日(水)に

西本願寺で開催される

「宗祖降誕会」とは!?

普段は見られない
飛雲閣の内観や
装飾にも注目です！

国宝・飛雲閣は三層杮葺の楼閣建築。金閣、銀閣と
並ぶ京都三名閣の一つ。

こけらぶき

　
20
日
（
火
）・
21
日
（
水
）の

両
日
行
わ
れ
る
藪
内
流
に
よ
る

抹
茶
接
待
。場
所
は
通
常
非
公

開
の
国
宝
・
飛
雲
閣
で
す
。特

別
な
鶴
の
掛
け
軸
、
季
節
の
茶

花
で
飾
ら
れ
た
空
間
で
、
美
味

し
い
抹
茶
を
ど
う
ぞ
。お
茶
は

美
好
園
の「
慈
光
」、
お
菓
子
は

亀
屋
陸
奥
の「
憶
昔
」で
す
。

じ  

こ
う

い
く
じ
ゃ
く

出入り自由なので
お気軽にどうぞ！

山本洋一さん
（法名：釋正定）

やま もと  よう いち

幽玄の世界へ
タイムスリップできます!

能は「花月」「熊坂」、狂言は「長光」を上演予定。
初心者の方にも親しみやすい演目です。

　
21
日（
水
）12
時
半
〜
15
時
20
分

頃
ま
で
は
祝
賀
能
。会
場
は
重
文

指
定
の
日
本
最
大
級
の
屋
外
能
舞

台
。「
観
世
流
京
都
所
司
代
」
と
も

称
さ
れ
る
片
山
九
郎
右
衛
門
の
優

美
な
能
を
、
豪
華
な
彫
刻
や
金
碧

障
壁
画
が
彩
る
客
席
で
。前
方
は
も

ち
ろ
ん
、
光
の
加
減
で
舞
台
の
松
の

絵
が
美
し
く
見
え
る
よ
う
設
計
さ

れ
た
、
後
方
の
席
も
お
す
す
め
で
す
。

か
ん  

ぜ 

り
ゅ
う
き
ょ
う
と
し
ょ
し  

だ
い

こ
ん
ぺ
き

　「
浄
土
の
音
色
」と
言
わ
れ
る
、
法

要
の
雅
楽
。21
日
（
水
）
10
時
か
ら
の

降
誕
会
の
法
要
で
は
、鳳
笙
・
篳
篥
・

龍
笛
の
管
楽
器
、
鞨
鼓
・
太
鼓
・
鉦

鼓
の
打
楽
器
を
用
い
て
雅
楽
が
奏
さ

れ
ま
す
。荘
厳
さ
に
包
ま
れ
る
御
影

堂
に
お
参
り
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
12
時
半
か
ら
の
「
雅
楽
献
納

会
」（
入
場
無
料
）は
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
雅
楽
団
体
に
よ
る
、
国
内
最

大
規
模
の
演
奏
も
楽
し
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

ほ
う
し
ょ
う
　  

ひ
ち 

り
き     

り
ゅ
う
て
き                             

か
っ  

こ        

た
い  

こ       

し
ょ
う

   

こ

親鸞聖人の日
Shinran’s Dayしんらんず でい

毎月
16日は

LINE X（旧Twitter） noteInstagram

お西さんの最新情報をSNSでチェック！ 
ぜひフォローしご活用ください

もよりバス停は市バス「西本願寺前」、京阪バス「西本願寺」

z075-371-5181　　
x京都市下京区堀川通花屋町下ル
https://www.hongwanji.kyoto

お西さん（西本願寺）
公式ホームページ

親鸞聖人のご命日である毎月16日を
「Shinran’s Day」とし、法要やイベントを
行っています。

誰もが、ただ、いていい場所。

西
本
願
寺
で
開
か
れ
る﹁
宗
祖
降
誕
会
﹂は

ど
な
た
で
も
お
越
し
い
た
だ
け
ま
す
︒

特
別
な
イ
ベ
ン
ト
を

西
本
願
寺
の
職
員
が
紹
介
し
ま
す
！

非
日
常
の
体
験
が
で
き
る

非
日
常
の
体
験
が
で
き
る

西
本
願
寺

ひ   

う
ん   

か
く  

藤
井
真
俊
さ
ん（
法
名：釋
真
俊
）

ふ
じ  

い
　
ま
さ 

と
し

西
本
願
寺 
執
行
長

藤
實
無
極
さ
ん（
法
名：釋
無
極
）

ふ
じ   

み    

む  

ご
く

し
ゅ
ぎ
ょ
う
ち
ょ
う

全国から多くの方が集まります。時
間に余裕をもってお越しください。

阿
満
愼
照
さ
ん

（
法
名：釋
愼
照
）

あ     

ま  

し
ん
し
ょ
う

詳細はこちら

安静浮葉さん
（法名：釋浮葉）

あんじょう   ふ  よう

20日（火）20日（火）

●逮夜法要　
14:00～15:15ごろ（御影堂）

21日（水）21日（水）

●日中法要　
10：00～10：40ごろ（御影堂）
●宗祖降誕奉讃法要（音楽法要）　
11：30～12：20ごろ（御影堂）
●雅楽献納会　
12：30～13：00ごろ（御影堂）

20日（火）20日（火）

●逮夜法要　
14:00～15:15ごろ（御影堂）

21日（水）21日（水）

●日中法要　
10：00～10：40ごろ（御影堂）
●宗祖降誕奉讃法要（音楽法要）　
11：30～12：20ごろ（御影堂）
●雅楽献納会　
12：30～13：00ごろ（御影堂）

“お西のお坊さん”が、境内各所をご案内いたします。
（予約不要・参加無料）

1日4回・各回30分（毎日開催）　
10:00~/11:30~/13:45~/15:30~
集合場所：お茶所（総合案内所）　　

法
要
を
荘
厳
で

華
や
か
に
す
る
雅
楽
！

法
要
を
荘
厳
で

華
や
か
に
す
る
雅
楽
！

大人気の茶席は、比較的空いている20日がねらい目。（全席椅子席） の
注
目
！

に

宗
祖
降
誕
会

し
ゅ
う      

そ        

ご
う       

た
ん        

え

「親鸞聖人」

全国から、約30の雅楽団体・約150人が
集まる「雅楽献納会」は迫力満点。

あ   

み   

だ

に
ょ 

ら
い



もよりバス停は「烏丸二条」

z075-366-5920　x京都市
中京区烏丸通二条上ル蒔絵
屋町267烏丸二条ビル1F   
c10時半～18時  v日

京のあられ処  橘屋 オンラインショップ
はこちら

特選ギフト 4,860円（税込）
鬼山椒・里好み・大黒巻・もち麦せんべい・千鳥あられ・都梅
6種類×各２袋　計12袋の詰め合わせ
※小袋には、地球環境に配慮した紙製バリア素材を使用しています。

あられセレクション『ハンケイ500m』編集部おすすめ

初夏の贈り物に、味わい豊かな橘屋のあられはいかがでしょう。

小分けした６種類のバリエーションが冷茶と一緒に、

初夏の団欒を楽しく彩ります。

の

贈
り
物

『
ハ
ン
ケ
イ
5
0
0
m
』

編
集
部
お
す
す
め

京瓦サンド 129円（税込）

今春の新作！ サクサクした食感の瓦せ
んべいに、抹茶のほのかな風味がただよ
う宇治抹茶クリームをサンド。ほんのり
甘くておいしい！   （うさこ・秋比古・カメヨ）

菓遊小路
129円（税込）

海苔巻きあられや、
ざらめの甘いおか
きまで。色々な味を
一度に楽しめます。
何が入っているの
か、開けるまでワク
ワクします。   
（みん子・きたふぇれ）

おこげせんべい
540円（税込）

海老とあおさ海苔の香りに、香ばし
いおこげの風味が口の中で重なり
ます。ザクザクとした食感がやみつ
きになります。   （すぴぴな・たぬきち）

里芋あられ 432円（税込）

里芋のようにコロンとした見た目
が可愛らしいあられです。軽くて
食べやすく、お芋の風味もしっか
り感じられます。  （クノボ～・リノ）

うさこたぬきちすぴぴなきたふぇれ

リノみん子クノボ～秋比古カメヨ

新
商
品
!

橘屋では現在、正社員・アルバイトを募集中です！
お問い合わせ先：㈱松村洋紙店 食品事業部 井上 ☎090-9091-4003

2425



『Moonlight Club in NY』
京都シネマで上映！

あの仲良し３人組がニューヨークで大騒動？！

ー
ー
映
画
シ
リ
ー
ズ
第
４
弾
と
し
て
の
思
い

入
れ
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

福
山
　
こ
れ
ま
で
の
集
大
成
と
し
て
「
３
作
品

の
特
徴
を
全
て
詰
め
込
み
た
い
」
と
の
思
い
で

制
作
し
ま
し
た
。『M

oonlight C
lub

』
シ
リ
ー

ズ
は
、
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
の
ひ
ろ
美
と
し
ゅ

ん
子
、
２
人
の
良
き
理
解
者
で
あ
る
サ
チ
エ
の

３
人
の
物
語
で
す
。
性
別
に
関
係
な
く
、
み
ん

な
が
一
人
の
人
間
と
し
て
同
じ
。
そ
れ
ぞ
れ
が

ど
う
生
き
る
か
、
ど
う
人
と
つ
な
が
っ
て
い
く

か
を
表
現
す
る
こ
と
が
テ
ー
マ
で
す
。
笑
い
あ

り
涙
あ
り
の
誰
も
が
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
作

品
に
な
り
ま
し
た
。

笹
野
　
一
足
早
く
本
編
を
見
ま
し
た
が
、「
こ
れ

が
伝
え
た
い
ん
や
！
」
と
い
う
作
り
手
の
衝
動

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
荒
削
り
で
パ
ン
ク
な

編
成
が
、
す
ご
く
か
っ
こ
い
い
で
す
。
映
画
の

中
の
３
人
も
、
回
を
重
ね
る
た
び
に
ど
ん
ど
ん

魅
力
的
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

福
山
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
監
督
と
し

て
役
者
と
し
て
、
と
て
も
嬉
し
い
言
葉
で
す
。

ー
ー
今
作
の
見
ど
こ
ろ
は
？

福
山
　
な
ん
と
言
っ
て
も
、
場
末
の
シ
ョ
ー
パ

ブ
を
飛
び
出
し
、
３
人
組
が
実
際
に
ア
メ
リ
カ

に
い
る
！
　
と
い
う
こ
と
で
す
ね（
笑
）。昨
春
、

ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
『M

oonlight C
lub

』

の
前
作
の
上
映
会
が
行
わ
れ
た
の
に
合
わ
せ

て
、
初
め
て
「
は
ひ
ふ
の
か
」
３
人
で
海
外
に

行
き
ま
し
た
。
滞
在
日
数
の
制
約
が
あ
る
中
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
空
気
感
が
伝
わ
る
よ
う
、
凝

縮
し
て
撮
影
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
劇
場
で
堪
能
し

て
ほ
し
い
で
す
。

　
ま
た
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
曲
「
ど
っ
か
い
っ

ち
ゃ
っ
た
」
も
思
い
入
れ
の
ひ
と
つ
。
僕
は
以

前
か
ら
笹
野
さ
ん
の
フ
ァ
ン
で
、
い
つ
か
映
画

で
曲
を
流
し
た
か
っ
た
。
今
回
改
め
て
笹
野
さ

ん
の
全
曲
を
聞
き
直
し
、
３
曲
ま
で
絞
り
、
悩

ん
で
コ
レ
に
決
め
ま
し
た
。

笹
野
　
め
っ
ち
ゃ
嬉
し
い
で
す
！
　
ち
な
み

に
、
ど
の
３
曲
で
す
か
？

福
山
　
劇
中
、
女
ス
パ
イ
を
気
取
る
サ
チ
エ
が

「
そ
ん
な
の
お
茶
の
子
さ
い
さ
い
」
っ
て
言
う

ん
で
す
。笹
野
さ
ん
の「
本
気
出
し
た
ら
オ
チ
ャ

ノ
コ
サ
イ
サ
イ
」
と
い
う
曲
と
マ
ッ
チ
す
る
な

と
。
も
う
一
つ
は
、
爽
や
か
な
「
桜
並
木
の
川

岸
で
」
で
す
。
迷
っ
た
あ
げ
く
、
一
番
激
し
い

「
ど
っ
か
い
っ
ち
ゃ
っ
た
」
に
決
定
。
ア
ッ
プ

テ
ン
ポ
で
ロ
ッ
ク
な
曲
調
が
、
今
作
の
ス
ト
ー

リ
ー
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

笹
野
　
確
か
に
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
、
３
人
の

さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
と
曲
調
が
マ
ッ
チ
し
て
ま

し
た
ね
。
福
山
監
督
の
映
画
へ
の
情
熱
を
感
じ

ま
す
。
観
終
わ
っ
て
か
ら
誰
か
に
話
し
た
く
な

る
、
そ
う
い
う
素
敵
な
映
画
で
す
ね
。

福
山
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
京
都
シ

ネ
マ
は
、僕
が
通
う
大
好
き
な
映
画
館
で
す
。

そ
こ
で
自
分
の
映
画
が
上
映
で
き
る
の
は
、

ひ
と
つ
夢
が
叶
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
に
、
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

場末のショーパブを舞台に、踊り子のひろ美としゅん子、蕎麦屋の女将サチエの
仲良し３人組が繰り広げる、ハートフルコメディ。
演劇ユニット「はひふのか」が演じ、プロデュースする『Moonlight Club』の映画シリーズ第４弾が、
６月７、９、11日の３日間、京都市下京区のCOCON KARASUMA３Ｆにある京都シネマで上映される。
最新作となる今作『Moonlight Club in NY』では、仲良し３人組が京都を飛び出し、
太平洋を超えてアメリカ・ニューヨークの街で大騒動を巻き起こす。
監督の福山俊朗さんと、今作のエンディングテーマ東京少年の「どっかいっちゃった」を歌う
笹野みちるさんが、映画の見どころを語り合った。

キャスト・スタッフ
出演：原田博行 日詰千栄 福山俊朗
監督・脚本・編集：福山俊朗

あらすじ
京都のショーパブ「Moonlight Club」
のお局コンビひろ美としゅん子、そし
て蕎麦屋「長寿庵」の女将サチエの3
人はいつも仲良し。エイプリルフール
でひろ美がしゅん子についたささいな
嘘が思わぬ展開を見せ、太平洋をまた
にかけた大騒動が繰り広げられること
に！　いつものように特にたいしたこ
とも起こらない、ハチャメチャハート
フルコメディ第 4弾！

上映予定
● 京都シネマ
上映日：2025年6月7日（土）、9日（月）、11
日（水）
各日 19時～、上映後舞台挨拶あり。
https://www.kyotocinema.jp
● シアターセブン
上映日：2025年6月21日（土）～6月27日（金）
各日、上映後舞台挨拶あり。
※上映時間はHPでご確認ください。
https://theater-seven.com
● 扇町キネマ
※順次上映 日時は随時HPでご確認くだ
さい。
上映後舞台挨拶あり。
https://omcube.jp/kinema/

Dialogue

M
ovie in

fo

会員募集概要

青年エムは、従妹が祖父を介護したこ
とで豪邸を相続したと聞き、自分も楽
をして暮らしたいと画策。ひとり暮らし
でステージ4のガンに侵されている祖
母に近づき……。SNSで大反響を巻
き起こしたタイ発の家族の物語がつい
に劇場公開！

『おばあちゃんと僕の約束』
6/13（金）公開

幼い頃から周囲になじめず、孤独を抱
えて生きてきたグレースの心の拠り所
は、カタツムリを集めること。ある時、
ピンキーという陽気で変なことばかり言
うお婆さんと出会い……。8年の製作
期間をかけて温かな人生讃歌を描い
た、手作りストップモーション・アニメ。

『かたつむりのメモワール』
6/27（金）公開

京都シネマ 
z 075-353-4723　x京都市下京区烏丸通四条下ル西側 
COCON烏丸3F　
もよりバス停は「四条烏丸」

はひふのかPresents

i n  N Y

舞台は京都からニューヨークへー
あの！ひろ美としゅん子とサチエが京都を飛び出し、いきなりニューヨークへ！？

大人気シリーズ待望の第4弾は、大胆にもニューヨークロケを敢行した超大作！

言いすぎました、超中作！！

出演：原田博行  日詰千栄  福山俊朗 

監督・脚本・編集：福山俊朗 

助監督：石井克典／撮影：はひふのか 石井克典 稲田弥生／録音：長
尾優／衣裳：ヨダミカ（gato-gato）／ヘアメイク：井上みのり／照明：
はひふのか／スチール：稲田弥生／整音：長尾優／カラーグレーディ
ング：石井克典／音楽：yuhei Komatsu／挿入歌：「Moonlight 
Club」「恋」原田博行／エンディングテーマ：「どっかいっちゃった」東京
少年／声の出演：Kristen Hakata／制作：はひふのか／ロケハン協
力：稲田学／予告編製作：福山俊朗／宣伝美術：union.a／ディレク
ション：円城新子／デザイン：北原靖浩／企画・製作：はひふのか
（2024年／日本／カラー／65分／16:9／ステレオ）

邦画・洋画問わず、社会派からドキュメンタリー、またエンター
テイメント性の高い作品など良質な作品を毎日上映する京都シ
ネマでは、毎年 4/1～6/30 までの 3 か月間、会員の新規募集
をしています！　行きつけの喫茶店や本屋さんのように、行き
つけの映画館を作りませんか。詳細は京都シネマHPにて。
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京
都
シ
ネ
マ
か
ら
の
お
知
ら
せ

京都シネマ会員募集！

サポート会員（入会金10,000 円）
一般会員（4,000 円）
シニア会員（2,000 円）

募集会員種類

通常1,100 円  ※特別興行を除く

鑑賞料金

（非会員の一般料金：1,900円、または2,000円）

募集期間：2025年4月1日（火）～2025年6月30日（月）



私の制作した弦楽合奏曲を若手演奏家たちが
どんな解釈で表現するのか。
今から楽しみです！ 岸田繁×Style KYOTO 管弦楽団 ～個展～

＠ 6月15日（Sun）京都芸術センター

ロックバンド「くるり」の岸田繁さんが弦楽四重奏の新曲を発表。
多様な楽曲に挑戦する、岸田さんの思いを聞きました。
ーー作曲家として多くの楽曲や映画音楽などを手
掛ける岸田さんとクラシック音楽との出会いを聞
かせてください。

岸田　父が音楽好きで、幼い頃から、家ではクラ
シックのレコードがよくかかっていました。演奏会
にも度々連れていってもらいましたね。とくに管弦
楽が好きになったきっかけは映画です。「スター・
ウォーズ」のジョン・ウィリアムズの楽曲など、ハ
リウッド映画の音楽が好きでした。加えて、当時
流行っていた TV ゲーム「ドラクエ」シリーズで、
すぎやまこういち先生のクラシックを参照した音楽
にも親しんでいました。そうした形で幅広く、クラ
シック音楽を耳にする機会がありました。

ーー2016年に京都市交響楽団に初のオーケストラ
作品を提供し、共演も大盛況。ジャンルを超えた、
多様な曲づくりでも注目されていますね。

岸田　曲づくりをするうえで、ジャンルによる違い
を考えたことはないんです。元来「くるり」でも
さまざまな楽器を使い、幅広い楽曲を作っている
ので、オーケストラの場合も同様に、多様な手法
やモチーフを集めて制作しています。ジャンルに
かかわらず、良い音楽ができれば嬉しいです。

ーー今回は初の弦楽四重奏。とまどいはありませ
んでしたか。

岸田　弦楽四重奏は、最近特に興味を持ってい
る領域です。直近の「くるり」のツアーでもコラ
ボレーションしました。ただ、2016年のようなフ
ルオーケストラの編成に比べ、弦楽四重奏だけで
曲を成立させるのは、音数も限られ難しく感じま
す。作曲家として自分が成長するためにも、やる
なら今だ、と挑戦しました。

ーー「変な料理」という、ユニークなタイトル曲も
ありました。

岸田　あの曲は、遊ぶようにいろいろな音を奏で
ていたら、結果的に「変な料理」と呼べるような
ものになったんです。綺麗には帰結しないユニー
クな楽曲で、私の好きなハンガリーの作曲家・バ
ルトークの影響もあります。彼の楽曲に惹かれる
理由を模索したら、どこか違和感を感じさせる和
音が組み合わされていた。それがなんとも心地よく
て。そんな思いも重ねて仕上げました。

ーー岸田さんが挑戦する実験的な弦楽四重奏。非
常に楽しみです。

岸田　演奏は Style KYOTO の若手演奏家の方々
です。私はその時々で、楽曲の演奏が異なること
も楽しんでいます。奏者のみなさんが私の楽曲を
どんな風に解釈し、表現するのか、今から楽しみ
にしています。

公演概要
日時：2025 年 6月15日（日）
昼公演：開場時間13:30 / 開演時間14:00
夜公演：開場時間16:30 / 開演時間17:00
会場：京都芸術センター
入場料：2,500 円（全席自由）
※チケットは完売しております。

出演
岸田繁（作曲・トーク）／ 山田周（ヴァイオリン）
／ 谷本沙綾（ヴァイオリン）／ 梶原千聖（ヴィ
オラ）／ 谷口晃基（チェロ）

演奏曲目
●   岸田繁 作曲『弦楽五重奏のための古風な舞曲
　「あなたとの旅」』弦楽四重奏版
●   岸田繁 作曲・Juvichan 作 . 編曲『オマージュ・
　ア・ラ・くるり』岸田繁「奇跡」の主題による
　12の変奏曲
●   岸田繁 作曲『弦楽四重奏のための南欧風３つ
　の舞曲「変な料理」』（初演）
　　1. 帰結しない味覚
　　2. ハバネロ入りハバネラ
　　3.ドリアンの遊び
●  岸田繁作曲『弦楽五重奏のためのセレナード
　「月の愛、愛の日」』弦楽四重奏版
※曲は変更になる可能性があります。

主催・制作　一般社団法人Style KYOTO
共催　京都芸術センター（公益財団法人京都市芸術文化協
会）「KACパートナーシップ・プログラム2025」採択事業

　現在開催中の「EXPO 2025 大阪・関西万博」の会場で、6月2日（月）～4日（水）の
3日間、「ロハスフェスタ EXPO 2025」が開催されます！
　アジアで初めて開催された国際博覧会「EXPO’70 大阪万博」の跡地、万博記念
公園で、ロハスフェスタは2006年に始まりました。EXPO’70から55年を経て開催さ
れる大阪・関西万博の会場で、ロハスフェスタはサステナブルなモノとコト、ライフスタイ
ルを提案します。ロハスフェスタの大阪・関西万博スペシャルバージョンをぜひ、お楽し
みに！

古着の回収と再循環のお祭り

『循環フェス』大盛況！
京都市を中心に新しい古着の循環の仕組みをZ世代
とともに広げる『循環フェス』が4/20(日)に梅小路公
園で開催。古着回収やリユース体験、フードマルシェ
など多彩なブースが揃い、1万人以上の来場者で賑
わった。古着3点が無料の「¥0マーケット」には開始30
分以上前から行列が。回収ボックスにも大勢の人が古
着を持ち込んだ。高校生などZ世代参加者からは「循
環を考え実行し、ワクワクした」「ゴミ活用で命を吹き
込めることに気づいた」などの声があがった。

育児グッズ
ぐるぐるマーケット
京都ダイハツ販売株式会社の協力で移動販売車「Nibako」を活かした、親子
連れに大人気のブース。服や靴、おもちゃなど、まだまだ使える育児グッズを回
収し、無科で提供するものだ。「好評だった職場のイベントを、地域にも広げた
い！」とコミュニティ・バンク京信の山下庸子さんらが実現。譲る側・もらう側の
メッセージを貼るボードには思いがあふれていた。

Z世代変身企画
若い世代に人気のパーソナルカラー診断
ブース。「自分に合う色を知ることで、内面理
解や目標達成のヒントが見つかります」と話
すのは代表の山田こころさん。色彩心理学と
パーソナルカラー診断を活用し、自分らしさ
や強みを色で可視化。印象管理や自己PR力
を高め、夢を形にするサポートを行っている。

小物ブランド
「parabum」

パ ラ バ ム

廃棄されるパラグライダーの生地を再
利用した生活雑貨販売のブース。生地
の軽さと耐久性、速乾性、カラフルさに
注目した安國真理子さんが2022年に
アップサイクル製品として販売開始し
た。パラグライダーをする友人の廃棄
布から、アウトドアポーチを試作したの
がきっかけ。周囲に好評でバッグや筆箱
など今や20種以上のグッズが大人気。

やすくに

主催：㈱ヒューマンフォーラム、コミュニティ・バンク京信、㈱ジェイ・エ
ス・ビー／共催：京都リサーチパーク㈱、安田産業㈱、㈱梅小路まちづ
くりラボ、梅小路クリエイティブプラットフォーム

イベントの

オリジナルチャームに
も

ハギレを活用！
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　地
産
地
消
で

　
　い
い
も
の
を
つ
く
る

三
輪

　左
京
区
岩
倉
で
京
都
の
建
材
を

使
っ
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
家
を
計
画
し
て
い

ま
す
。た
だ
地
元
建
材
の
良
さ
、
木
造
の
良

さ
を
、
ど
う
や
っ
て
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
で
伝

え
た
ら
い
い
か
、思
考
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

田
中

　岩
倉
は
緑
も
多
く
、子
ど
も
を
の
び

の
び
育
て
る
の
に
も
ぴ
っ
た
り
の
場
所
で
す

ね
。私
は「
鶴
清
」の
四
代
目
で
、
総
檜
造
り

の
３
階
建
て
の
建
物
は
築
1
0
0
年
ほ
ど

に
な
り
ま
す
。三
輪
さ
ん
の
「
新
し
い
建
物

を
つ
く
る
」に
対
し
て
、「
古
い
も
の
を
守
る
」

と
立
場
は
異
な
り
ま
す
が
、参
考
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。ま
ず
は
料
理
を
ど
う
ぞ
。

三
輪

　器
が
綺
麗
な
八
寸
で
す
ね
！

　こ

の「
筍
の
木
の
芽
あ
え
」で
春
を
感
じ
ま
す
。

田
中

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。京
料
理

の
伝
統
は
四
季
の
食
材
を
活
か
す
こ
と
。な

か
で
も
、「
鶴
清
」は
で
き
る
だ
け
京
都
産
に

こ
だ
わ
り
ま
す
。筍
は
と
く
に
鮮
度
が
大
切
。

よ
う
や
く
京
都
・
塚
原
産
が
出
て
き
た
の

で
使
い
ま
し
た
。京
都
の
粘
土
質
の
土
は
、

や
わ
ら
か
く
て
瑞
々
し
い
筍
を
育
て
ま
す
。

鮮
度
や
風
味
な
ど
、地
産
地
消
の
よ
さ
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
日
市
場
で
食

材
を
吟
味
し
て
い
ま
す
。

三
輪

　サ
ク
サ
ク
と
し
た
歯
触
り
の
後
、
水

分
が
弾
け
、木
の
芽
の
香
り
が
し
ま
す
！

田
中

　こ
ち
ら
は「
春
子
の
南
蛮
漬
け
」で
す
。

春
子
は
ニ
ジ
マ
ス
の
稚
魚
で
い
ま
が
旬
。焼
い

て
か
ら
揚
げ
る
と
、
や
わ
ら
か
く
味
が
染
み

ま
す
。昔
か
ら
、
海
が
遠
い
京
都
で
は
、
魚
と

い
え
ば
川
魚
で
し
た
。京
料
理
に
は
、そ
ん
な

歴
史
や
由
来
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

三
輪

　さ
っ
ぱ
り
と
し
て
美
味
し
い
！

　ホ

ロ
リ
と
口
で
と
け
る
や
わ
ら
か
さ
。調
理
の

工
夫
を
感
じ
ま
す
。渓
流
が
近
い
京
都
だ
か

ら
、
新
鮮
な
川
魚
を
い
た
だ
け
る
の
で
す
ね
。

田
中

　若
い
頃
に
修
業
先
で
、
地
元
の
良
質

な
食
材
を
使
い
、
手
間
を
惜
し
ま
な
い
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。そ
こ
か
ら
料
理
の
伝
統
に
気

づ
き
、そ
れ
を
守
る
こ
と
に
目
覚
め
ま
し
た
。

三
輪

　美
味
し
い
料
理
を
提
供
す
る
た
め

の
地
産
地
消
と
料
理
の
技
。地
元
建
材
を
使

う
家
の
素
晴
ら
し
さ
も
、
同
様
に
示
せ
る
こ

と
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　木
造
建
築
は

　
　総
合
芸
術

田
中

　三
輪
さ
ん
は
な
ぜ
木
の
家
を
推
奨

さ
れ
る
の
で
す
か
。

三
輪

　愛
知
県
の
注
文
住
宅
を
扱
う
会
社

に
い
た
こ
ろ
、
地
元
の
木
材
で
家
を
建
て
る

大
工
さ
ん
が
お
ら
れ
た
ん
で
す
。つ
く
ら
れ

た
家
は
、
風
土
に
し
っ
く
り
と
馴
染
ん
で
い

て
、
本
当
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
。だ
か
ら「
京

の
座
敷
が
あ
り
ま
す
が
、
随
所
に
作
り
手
の

思
い
が
見
え
る
の
で
す
。

三
輪

　そ
れ
を
、何
代
も
維
持
さ
れ
る
こ
と

が
素
晴
ら
し
い
。

田
中

　約
１
０
０
年
の
建
築
物
で
す
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
と
手
を
入
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

専
門
家
に
は
唯
一
無
二
の
「
総
合
芸
術
」
と

も
言
わ
れ
ま
す
。こ
の
木
造
建
築
を
守
る
こ

と
が
、
他
に
は
な
い「
鶴
清
」ら
し
さ
を
打
ち

出
す
挑
戦
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

三
輪

　守
る
こ
と
が
攻
め
に
な
っ
て
い
る
！

田
中

　は
い
。料
理
も
同
じ
で
す
。伝
統
の

京
料
理
を
作
る
中
で
、
食
材
の
選
び
方
、
そ

れ
を
活
か
す
調
理
法
な
ど
、
す
べ
て
が
残
す

べ
き
大
切
な
文
化
だ
と
感
じ
ま
し
た
。そ
の

気
づ
き
が
、
私
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
に
つ
な

が
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

三
輪

　私
も
、
京
都
の
建
材
を
使
っ
て
、
京

都
の
職
人
が
建
て
る
家
と
い
う
彩
里
の
構

想
を
、オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
に
つ
な
げ
た
い
で
す
。

今
日
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

田
中

　応
援
し
て
い
ま
す
！

都
で
も
地
元
の
木
材
で
、
心
地
よ
い
家
を
提

案
し
よ
う
」
と
決
心
し
た
の
で
す
。ま
た
そ

れ
は
、林
業
家
や
大
工
さ
ん
な
ど
職
人
を
守

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

田
中

　確
か
に
そ
う
し
た
伝
統
技
術
は
先

細
り
で
、
だ
か
ら
こ
そ
三
輪
さ
ん
の
取
り
組

み
は
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。せ
っ
か
く

な
の
で
、
ぜ
ひ
建
物
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま

ず
は
３
階
の
大
広
間
へ
ど
う
ぞ
。

三
輪

　わ
あ
、
広
い
！

　能
舞
台
ま
で
あ
り

ま
す
ね
。

田
中

　２
０
０
畳
で
最
大
３
０
０
名
収
容
で

き
ま
す
。終
戦
後
は
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
し
て

利
用
さ
れ
た
こ
と
も
。現
在
は
宴
会
場
や
舞

台
、結
婚
披
露
宴
の
予
約
も
増
え
て
ま
す
。

三
輪

　素
晴
ら
し
い
。鴨
川
や
東
山
の
眺
望
、

そ
し
て
木
の
空
間
は
や
っ
ぱ
り
い
い
。自
然

に
呼
吸
が
深
く
な
り
、
ず
っ
と
こ
こ
に
い
た

く
な
り
ま
す
。木
組
み
の
格
天
井
や
欄
間
の

意
匠
、
建
て
た
人
の
思
い
入
れ
も
感
じ
ま
す
。

田
中

　私
も
年
齢
を
経
て
、
そ
の
良
さ
に
気

づ
き
ま
し
た
。２
階
は
５
つ
、
１
階
に
は
６
つ

もよりバス停は「広沢池・佛大広沢校前」

株式会社彩里（さいと）
z075-432-7655 　x京都市右京区嵯峨大沢
落久保町5番地1  c9時～18時  v日・水 

彩里のサウンドロゴ
はこちら！

さ 
い     

と

彩
里
三
輪 

く
ん
の

よ
き
京
都
を
探
る
旅

よ
き
京
都
を
探
る
旅

料
理
旅
館「
鶴
清
」

代
表
取
締
役

田
中
信
行

料
理
旅
館「
鶴
清
」

代
表
取
締
役

田
中
信
行

株
式
会
社
彩
里（
さ
い
と
） 

代
表
取
締
役
社
長

三
輪
幸
徳

株
式
会
社
彩
里（
さ
い
と
） 

代
表
取
締
役
社
長

三
輪
幸
徳

嵯峨広沢にある彩里では、週の半分は
無農薬野菜づくりをする。初夏からは
キュウリ、ナス、トマトを収穫。

京都出身。料理旅館「鶴清」
四代目。同志社大学法学部
卒業後、大阪ロイヤルホテル
吉兆で4年修業。「鶴清」代表
取締役として創業から101年
の料理旅館を率いるほか、総
料理長として先陣に立ち、毎
朝市場へ出向いて食材を吟
味。厳しい目利きをクリアした
食材のみを用いて、磨き続け
た料理の腕をふるう。小学生
と幼稚園の2児の父。

京都出身。同志社大学経済学部卒業後、生命保険会
社や注文住宅会社を経て、株式会社彩里のルーツで
ある不動産会社に就職。2022年から嵯峨の里山オ
フィスで「半農半Ｘ」のライフスタイルを実践提案、畑
で野菜をつくりながら不動産の利活用、売買、相続の
コンサルティングに携わる。京都芸術大学通信教育部
で建築デザインを勉強中。2児の父。

1 2

守
る
こ
と
。そ
れ
が
個
性
と
な
り

挑
戦
に
な
っ
て
い
ま
す

自
然
に
呼
吸
が
深
く
な
る
、木
造
建
築
。

彩
里
の
構
想
も
個
性
に
つ
な
げ
た
い
。

古
い
も
の
を
守
る
こ
と
が
、

オ
リ
ジ
ナ
リ
ティ
。

第
２
話

嵯峨広沢の自然豊かな環境にある不動産会社・彩里が、2026年にこれまでにないコンセプトのモデルルームを左京区岩倉に
オープンします。京都の建材を使い、京都の職人の手で建てる「ものづくり」。そんな思いを、代表の三輪さんが、京都で活躍する
ゲストと語り合います。今回は桜満開の４月に京料理「鶴清」を訪問、四代目田中信行さんと話しました。

１）四季折々の素材を活かした八寸。「一寸
豆のあられ揚げ」「サーモンの黄身寿司」「フ
キとホタルイカの焚き合わせ、青梅ゼリー」
「筍の木の芽あえ」「鯛の松風、春子の南蛮
漬け」。2）夏の風物詩・納涼床は5月から開
設。鴨川のせせらぎを聞きながら京懐石が楽
しめる。最大200席。9月30日まで。

ご
う
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京
都
商
工
会
議
所
は
、
業
種
・
業
態
や
規

模
の
大
小
を
問
わ
ず
地
域
の
商
工
業
者
が
会

員
と
し
て
参
画
で
き
る
地
域
総
合
経
済
団
体

で
す
。
中
小
企
業
の
経
営
支
援
や
各
種
セ
ミ

ナ
ー
・
交
流
会
な
ど
、
地
域
経
済
を
活
性
化

す
る
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
中
小
企
業
の
経
営
相
談
窓
口
と
し
て
、
市

内
４
カ
所
に
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
を
設

置
。
物
価
高
や
人
手
不
足
対
策
、
円
滑
な
事

業
承
継
な
ど
、
中
小
企
業
が
直
面
す
る
様
々

な
経
営
課
題
へ
の
対
応
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
身
近

な
相
談
窓
口
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
生
産
性
向
上
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
導

入
支
援
や
各
種
補
助
金
の
活
用
支
援
、
創
業

前
・
創
業
後
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
経
営
相
談
は
会
員
で
な
く
て
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
お
悩
み
は
、
各
ビ

ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

経
営
や
創
業
の
相
談
は

京
都
商
工
会
議
所
を

活
用
し
よ
う
！ 

京都商工会議所
ビジネスサポートデスクが

あなたのビジネスを

応援
Vol.2

IT化を支援
 ITツール体験スペースで

します！！

詳
し
く
は
こ
ち
ら

ITツール体験スペース
～洛西BSD-eX～

企業経営に必要なITツール（10種
以上）をご自身で実際に操作してお
試しいただけます。ご予約のうえお
越しください。

ビジネスサポートデスク
下京区四条通室町東入 京都経済センター3階
〔担当行政区：上京区、中京区、下京区、東山区、山科区〕

TEL 075-341-9790 阪急烏丸駅・地下鉄四条駅26番出口直結

洛北ビジネスサポートデスク
左京区下鴨高木町6 アトリエフォー1階
〔担当行政区：北区、左京区〕

TEL 075-701-0349 高木町バス停から西へ約100m 

洛西ビジネスサポートデスク
右京区西院平町7 クラエンタービル5階（西大路通高辻上ル西側）
〔担当行政区：右京区※旧京北町除く、西京区〕

TEL  075-314-8771 阪急西院駅から南へ約400m

洛南ビジネスサポートデスク
伏見区京町北7丁目11 増田組第2ビル1階
〔担当行政区：伏見区、南区〕

TEL 075-611-7085 近鉄・京阪丹波橋駅連絡通路出入口北隣

事業所の所在地（創業予定地）を担当するビジネスサポートデスクにご相談ください！

京都商工会議所パソコン教室もご活用ください！

●烏丸校　●伏見校　●北大路校 詳しくはこちら4月14日開校!!
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もよりバス停は「日新電機前」

x京都市右京区梅津高畝
町47番地

日新電機株式会社

日新電機のブランデッドムービー

深読みする!!
「GIS-SAKURA号」を

創立百年を超える日新電機株式会社は、電気の安定供給
に欠かせない電力機器メーカーです。変電所、高速道路、
鉄道といった社会インフラや、工場や商業施設で同社の

製品が活躍中！　そんな日新電機のブラン
デッドムービー第２話、その制作秘話を『ハ
ンケイ500m』編集部が解き明かします。

改
め
て
お
聞
き
し
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
っ
て
な
ん
で
す
か
？

編集部リノ

Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
、ガ
ス
絶
縁
開
閉
装
置
の
英
語
で
の
略
称
で
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
は
、電
気
を
安
全
に
使
う
た
め
の

大
き
な
ス
イ
ッ
チ
が
何
個
も
入
っ
た
装
置
で
す
。

素朴な2ギモン

あ
の
桜
は
、本
物
？
　

そ
れ
と
も
Ｃ
Ｇ
で
す
か
？

日新電機
広報担当

前
橋
製
作
所
自
慢
の
桜
並
木
で
す
。

本
物
で
す
！

素朴な3ギモン

　
日
新
電
機
の
ド
ラ
マ
仕
立
て
の
ブ
ラ
ン
デ
ッ
ド

ム
ー
ビ
ー
。数
分
の
な
か
に
日
新
電
機
ら
し
さ
の
あ

る
ド
ラ
マ
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。今
回
取
り
上

げ
る
第
２
話
は
、第
１
話
に
引
き
続
き
主
人
公
は
、

営
業
担
当
の
日
々
野
新（
演
じ
る
の
は
俳
優
の
真

白
る
か
さ
ん
）。群
馬
県
前
橋
市
に
あ
る
日
新
電
機

の
工
場
を
、新
が
訪
れ
る
シ
ー
ン
か
ら
始
ま
り
、製

造
の
現
場
の
思
い
を
感
じ
て
成
長
し
て
い
く
。そ
ん

な
ス
ト
ー
リ
ー
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
第
２
話
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
、新
の
同
期
で
あ
る

設
計
職
の
総
社
さ
く
ら（
演
じ
る
の
は
俳
優
の
守

今
回
も
日
新
電
機
の
社
員
さ
ん
、

登
場
し
て
い
ま
す
よ
ね
？

編集部すぴぴな

も
ち
ろ
ん
で
す
！
　
今
回
は
当
社
の
社
員

13
人
が
出
演
し
て
い
ま
す
！

「GIS-SAKURA号」は
こちらで視聴できます！

編集部すぴぴな

第２話以降も
こちらからご覧
いただけます！

　製造で、冷静に仕事に取り組む役を演じたのは社員
Aさん。「業種の異なる、撮影のプロと一緒に仕事ができ
たことは貴重な経験でした」と振り返ります。
　生真面目さが印象的な、開発職の社員を演じたのは
Bさん。「撮影を通じて、自分自身も日新電機の魅力を再
発見しました」と話します。そして、部品加工を担う社員
を演じたのはCさん。複数のシーンに登場して、存在感
を放ちます。口々に「日新電機前橋製作所の魅力を再発
見した」と教えてくれました。

　
第
２
話
は
、Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
か
け
る
モ
ノ
づ
く

り
に
対
す
る
熱
い
想
い
と
信
念
の
物
語
で
も

あ
り
ま
す
。ム
ー
ビ
ー
で
は「
家
庭
の
ブ
レ
ー

カ
ー
と
同
じ
、電
気
事
故
か
ら
電
路（
電
気
の

通
る
道
）を
守
る
た
め
の
装
置
」と
説
明
さ
れ

て
い
ま
す
。も
う
少
し
詳
し
く
教
え
て
！ 

ハ

ン
ケ
イ
編
集
部
が
広
報
担
当
さ
ん
に
深
掘
り

し
ま
し
た
。

　「
こ
の
装
置
が
扱
う
電
気
は
７
万
ボ
ル
ト

と
い
う
高
電
圧
。電
気
の
経
路
の
ど
こ
か
で
、

万
が
一
事
故
が
起
こ
る
と
、通
常
の
10
倍
以

上
の
電
流
が
流
れ
、つ
な
が
れ
た
機
器
が
破

損
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
を
防
ぐ
の
が
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
役

割
の
ひ
と
つ
で
す
」。な
る
ほ
ど
！

　
日
新
電
機
独
自
開
発
の
コ
ン
パ

ク
ト
を
追
求
し
た
72/

84 

kV
級

Ｇ
Ｉ
Ｓ（
上
記
写
真
製
品
）は
、国

内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を
誇
り

ま
す
。す
ご
い
！

　
ラ
ス
ト
で
印
象
的
な
の
が
背
景
の
桜
。き
れ
い
な
の
で「
Ｃ

Ｇ
？
」と
い
う
疑
問
が
上
が
り
ま
し
た
。

　「
本
物
で
す
！
」と
広
報
担
当
さ
ん
は
力
強
く
断
言
。「
桜

が
咲
く
と
提
灯
を
か
け
て
、夜
桜
も
楽
し
め
る
工
夫
も
し
て

い
ま
す
」と
の
こ
と
。

　「
こ
の
桜
の
絶
景
に
ち
な
ん
で
、タ
イ
ト
ル
も
Ｇ
Ｉ
Ｓ
-Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
号
に
し
た
ん
で
す
よ
」。そ
う
だ
っ
た
の
か
！

素朴な1ギモン

群馬県にある前橋製作所を上から見た様子。
その広さ、実に18万6700平方メートル。東京
ドーム4個分だ。

背景や回想シーンで、エキストラ登場しているのが他の
社員さんです。「大変よい経験でした」「撮影がこんなに
ハードだとは知らなかった！」との声が相次ぎました。

日新電機が開発した世界最小クラスのＧＩＳは、高い安全性と省
スペースで設置できるコンパクトさに高い評価が集まっています。

開花にあわせて、満開になった3月末に
桜並木だけを前撮りしました。

満開の桜が印象的な本編映像。
背景の桜映像と登場人物を合成
しています。

山
龍
之
介
さ
ん
）。情
熱
的
で
信
頼
が
厚
く
、仲
間

を
つ
な
い
で
い
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
印
象
的
で
す
。

　
し
か
し…

…

や
っ
ぱ
り
、気
に
な
る
の
は
社
員
さ

ん
！
　
プ
ロ
の
俳
優
さ
ん
と
比
較
す
る
と
、初
々
し

く
て
真
剣
な
演
技
が
魅
力
で
、目
を
離
せ
ま
せ
ん
。

　「
今
回
は
な
ん
と
13
人
が
出
演
し
て
い
ま
す
」と

広
報
担
当
さ
ん
。左
の
写
真
の
上
３
人
は
、堂
々

と
し
た
演
技
で「
も
し
か
し
た
ら
本
職
の
俳
優
さ

ん
か
な
？
」と
編
集
部
も
迷
う
ほ
ど
で
し
た
。

さ
ぁ
、あ
な
た
は
何
人
社
員
さ
ん
を
見
つ
け
ら
れ

ま
し
た
か
？

日新電機の魅力を伝えられるムービーができて、うれしい！

普段から製造部門で勤務する社員のCさん。「自然に話
すということがこんなにも難しいものなのかと」。改善を
重ねる取り組みの真剣さが伝わる演技です。

要軸創（かなめじく つくる）

シャイガールで研究家という設定で、普段かけないメガ
ネで役作りに挑んだ社員のBさん。「まだ入社まもないと
きの撮影で、貴重な経験でした」。

明日紬（あけび つむぎ）

淡 と々着実な仕事を行い、若手ながらも改善意欲が強
い役柄。「撮影中にアドリブを求められたのはいい思い
出です」と社員のAさんは話します。

妙技輝（みょうぎ ひかる）

日新電機
広報担当

日新電機
広報担当

ひ    

び    

の 

あ
ら
た

そ
う 

じ
ゃ

ムービー背景

前撮り風景

京都市バスにも広告を掲出しています。



滋賀県立大学　工学部　機械システム工学科

材料力学研究室を訪問！

半
導
体
を
作
る
機
械
メ
ー
カ
ー
と
し
て
世
界
で
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
の 

輝
き
を
放
つ
実
力
派
の
京
都
企
業
・
T
O
W
A
。 

T
O
W
A
同
様
の「
実
力
派
」に
注
目
、 

研
究
室
や
学
生
た
ち
の
活
動
を
レ
ポ
ー
ト
！ 

大
学
★
レ
ポ
ー
ト

の

実
力
派

リクルートサイト Instagram

TOWA株式会社

もよりバス停は「市民防災センター前」

z075-692-0250　
x京都市南区上鳥羽上調子町5番地
https://www.towajapan.co.jp/

自
動
車
の
車
体
や
橋
な
ど
、
耐
久
性
が
重

視
さ
れ
る
設
計
や
開
発
に
欠
か
せ
な
い
材
料

力
学
。
滋
賀
県
立
大
学
工
学
部
機
械
シ
ス
テ

ム
工
学
科
の
材
料
力
学
研
究
室
で
は
２
人
の

先
生
の
も
と
、
学
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
分
野
の
魅
力

や
生
活
と
の
関
わ
り
を
取
材
し
た
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
を

支
え
る
材
料
力
学

「
石
橋
を
叩
い
て
渡
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ

が
あ
る
け
れ
ど
、
本
当
に
叩
い
て
渡
る
人
は

い
な
い
。
地
図
に
あ
る
よ
う
な
橋
は
強
度
計

算
や
安
全
点
検
が
さ
れ
て
お
り
、
安
心
し
て

渡
れ
る
か
ら
だ
。
材
料
の
強
度
や
加
工
時
の

変
化
を
研
究
す
る
学
問
を
、
材
料
力
学
と
い

う
。
橋
な
ど
の
構
造
物
や
機
械
の
設
計
に
応

用
さ
れ
て
い
て
、
実
は
身
近
な
分
野
だ
。

研
究
室
を
主
宰
す
る
田
邉
裕
貴
先
生
は
、

滋
賀
県
立
大
学
の
開
学
と
同
時
に
着
任
し
て

30
年
目
。
大
阪
大
学
で
の
学
生
時
代
、
最
初

に
興
味
を
も
っ
た
の
は
ロ
ケ
ッ
ト
関
係
の
流

体
力
学
。
そ
の
後
、
材
料
力
学
の
お
も
し
ろ

さ
に
気
付
き
、
魅
力
的
な
先
生
た
ち
と
の
出

会
い
も
あ
っ
て
、
こ
の
道
に
進
む
。「
実
験
指

導
が
丁
寧
で
、
何
を
聞
い
て
も
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
ん
な
先
生
の
も
と
で
研
究
し
た

い
と
思
っ
た
ん
で
す
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

と
も
に
研
究
室
を
率
い
る
和
泉
遊
以
先
生

も
同
じ
く
大
阪
大
学
出
身
。
田
邉
先
生
と
同

じ
師
に
学
び
、
抜
擢
さ
れ
て
２
０
１
１
年
に

滋
賀
県
立
大
学
へ
着
任
し
た
。

お
も
な
研
究
テ
ー
マ
は
２
つ
。
田
邉
先
生

会
で
活
か
さ
れ
て
い
る
。
現
在
多
く
の
道
路

や
橋
が
老
朽
化
し
、
安
全
性
の
確
認
が
急
が

れ
る
が
、
検
査
箇
所
は
非
常
に
多
く
、
目
で

確
認
し
に
く
い
場
合
も
あ
る
。
そ
こ
で
非
破

壊
検
査
の
出
番
だ
。
鍵
と
な
る
の
は
温
度
の

違
い
。
傷
や
き
裂
が
あ
る
と
表
面
温
度
が
変

わ
る
た
め
、
赤
外
線
を
利
用
し
た
サ
ー
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
で
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
言

葉
に
す
る
と
簡
単
だ
が
、
実
用
化
に
は
季
節

や
天
候
の
温
度
変
化
も
踏
ま
え
た
解
析
技
術

が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
現
場
に
何
度
も

通
っ
て
デ
ー
タ
を
取
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

作
業
は
と
て
も
地
道
な
も
の
だ
。

先
生
が
伝
え
た
い
の
は

問
題
解
決
の
ア
プ
ロ
ー
チ

週
１
回
の
研
究
会
で
は
学
生
が
持
ち
回
り

で
研
究
発
表
を
し
、
先
生
や
仲
間
と
議
論
を

重
ね
る
。
先
生
た
ち
が
指
導
方
針
と
し
て
重

視
す
る
の
は
、
学
生
に
問
題
解
決
の
ア
プ
ロ

が
自
動
車
部
品
の
製
造
な
ど
に
役
立
つ
「
表

面
処
理
」、
和
泉
先
生
が
道
路
や
橋
を
点
検
す

る
「
非
破
壊
検
査
」
を
担
当
し
、
学
生
の
指

導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
企
業
と
の
共
同
研
究

も
数
多
い
。

社
会
で
役
立
つ
研
究
に

取
り
組
む
学
生
た
ち

２
人
の
先
生
の
も
と
で
研
究
に
取
り
組
む

修
士
課
程
の
学
生
た
ち
に
話
を
聞
い
て
み
た
。

修
士
２
年
の
山
田
朋
佳
さ
ん
は
、
「
学
生

の
考
え
を
引
き
出
し
て
く
れ
る
」
と
い
う
田

邉
先
生
の
も
と
、
表
面
処
理
の
研
究
に
携
わ

る
。「
材
料
力
学
の
魅
力
は
、
現
象
を
解
明
す

る
こ
と
で
社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
と
こ

ろ
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。
将
来
は
ス
ポ

ー
ツ
用
品
や
家
具
な
ど
、
身
近
な
製
品
の
構

造
設
計
に
携
わ
り
た
い
と
熱
を
込
め
る
。

表
面
処
理
は
、
自
動
車
部
品
の
製
造
工
程

に
革
新
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
技
術

だ
。
研
究
室
で
取
り
組
む
、
一
部
に
レ
ー
ザ

ー
を
当
て
る
技
術
を
活
用
す
れ
ば
、
こ
れ
ま

で
は
課
題
だ
っ
た
材
料
の
変
形
を
抑
え
つ

つ
、
省
エ
ネ
で
コ
ス
ト
削
減
が
実
現
で
き
る
。

一
方
の
修
士
２
年
の
小
島
颯
太
さ
ん
は
非

破
壊
検
査
を
研
究
す
る
。「
身
の
周
り
の
固
体

を
扱
う
材
料
力
学
は
、
他
の
力
学
よ
り
手
軽

に
実
験
で
き
て
、
原
理
も
想
像
し
や
す
い
。

身
近
な
も
の
に
関
わ
る
研
究
が
で
き
ま
す
」

と
話
す
。「
頼
り
が
い
の
あ
る
先
生
」
だ
と
い

う
和
泉
先
生
の
も
と
、
超
音
波
と
赤
外
線
カ

メ
ラ
を
使
い
、
溶
接
部
分
の
強
度
を
測
る
検

査
技
術
の
向
上
に
取
り
組
む
。

非
破
壊
検
査
の
研
究
成
果
は
、
す
で
に
社

ー
チ
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
だ
。
先
行

研
究
や
今
あ
る
情
報
か
ら
推
論
を
組
み
立

て
、
実
験
で
検
証
し
、
結
果
を
分
析
し
て
次

の
ス
テ
ッ
プ
を
考
え
る
。
先
生
方
は
こ
の
フ

ロ
ー
を
実
践
的
に
伝
え
て
い
る
。

「
大
学
や
大
学
院
で
の
研
究
テ
ー
マ
を
そ
の

ま
ま
仕
事
で
活
か
せ
る
学
生
は
、
ほ
ぼ
い
ま

せ
ん
」
と
田
邉
先
生
。
研
究
テ
ー
マ
は
異
な

っ
て
も
、
そ
こ
で
問
題
解
決
の
手
法
を
身
に

つ
け
れ
ば
、
今
後
の
人
生
で
大
き
な
意
味
を

持
つ
よ
う
に
な
る
。

良
い
指
導
者
と
の
出
会
い
は
一
生
を
変
え

る
大
き
な
も
の
だ
。
そ
れ
を
実
感
し
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
田
邉
先
生
と
和
泉
先
生
の
指
導

は
人
間
的
な
成
長
を
助
け
て
く
れ
る
。
そ
ん

な
研
究
室
で
培
わ
れ
た
力
は
、
社
会
課
題
に

取
り
組
む
技
術
者
の
基
礎
に
な
る
。
そ
し
て

ま
た
も
の
づ
く
り
の
現
場
で
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
を
支
え
る
新
技
術
を
生
み
出
す
き
っ
か

け
と
な
る
に
違
い
な
い
。

田邉 裕貴先生和泉 遊以先生

研究室のみなさん

赤外線カメラとロボットを組み合わせて、

橋の傷やき裂を自動で点検するシステムを

開発。研究の一部は、本州四国連絡橋な

どで実際の日常点検に活かされている。

レーザー焼入れは、金属部品

の強度を高める技術。レーザー

を当てるのは一部だけなので、

薄くて複雑な形の部品にも使え

る。熱は自然と冷め、冷却作業

も不要。



　
京
都
府
に
ゆ
か
り
の
あ
る
学
生
を
支
援
す

る
〝
京
都
「
志
」
奨
学
金
〞
。
2
0
2
5
年

度
の
奨
学
生
20
人
が
選
ば
れ
、
3
月
28
日
に

京
都
市
下
京
区
の
オ
ム
ロ
ン
京
都
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
内
み
や
こ
ホ
ー
ル
で
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
春
か
ら
大
学
へ
進
む
奨
学
生
に
、
京

都
オ
ム
ロ
ン
地
域
協
力
基
金
の
山
田
義
仁
理

事
長
が
認
定
証
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。
そ
し

て
「
今
の
日
本
は
多
く
の
社
会
的
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
解
決
が
難
し
い
課
題
ば
か
り
で

す
が
、
い
つ
の
時
代
で
も
未
来
を
切
り
拓
き
、

世
の
中
を
変
え
て
い
く
の
は
若
者
で
す
。
学
び

た
い
こ
と
、
経
験
し
た
い
こ
と
を
、
大
学
生
活

を
通
じ
て
情
熱
を
持
っ
て
や
り
遂
げ
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
〝
京
都
「
志
」
奨
学
金
〞
は
、
公
益
財
団

法
人
京
都
オ
ム
ロ
ン
地
域
協
力
基
金
が
昨
年

度
に
創
設
し
ま
し
た
。
全
国
の
学
生
の
2
人
に

1
人
が
奨
学
金
を
活
用
し
て
い
る
中
、
大
学

授
業
料
の
値
上
げ
や
物
価
高
の
影
響
で
経
済

的
な
困
難
を
抱
え
る
学
生
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
学
卒
業
後
も
貸
付
型
奨
学
金
の
返

済
が
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
実
態
を
社
会
的
課
題
と
捉
え
、

〝
京
都
「
志
」
奨
学
金
〞
は
見
返
り
を
求
め

な
い
「
若
者
へ
の
投
資
」
と
し
て
、▽
給
付
型

で
返
済
不
要
▽
他
の
奨
学
金
制
度
と
併
用
可

能
▽
奨
学
生
の
卒
業
後
の
就
職
も
本
人
の
自

由
、
と
い
う
特
長
を
持
つ
給
付
型
奨
学
金
と

し
て
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
論
文
と
面
接
に
よ

る
選
考
で
毎
年
度
20
人
の
奨
学
生
が
選
ば
れ
、

大
学
在
学
の
4
年
間
（
短
大
生
は
2
年
間
）

に
月
額
5
万
円
（
年
額
60
万
円
） 

が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
授
与
式
で
は
本
年
度
の
奨
学
生
を
代
表
し
、

「
全
て
の
人
が
満
足
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組

め
る
世
界
を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う
志
を
掲
げ

て
筑
波
大
学
医
学
部
に
入
学
し
た
﨑
山
さ
ん

が
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。﨑
山
さ
ん
は
、
怪
我

に
苦
し
め
ら
れ
た
自
身
の
中
学
・
高
校
時
代
の

陸
上
競
技
生
活
を
振
り
返
り
「
最
先
端
の
ス

ポ
ー
ツ
医
学
を
学
び
な
が
ら
筑
波
大
学
の
陸

上
競
技
部
に
所
属
し
、
科
学
的
な
根
拠
を
基

に
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
み
上
げ
て
箱
根
駅

伝
に
出
走
し
た
い
。
怪
我
を
し
た
学
生
や
ア
ス

リ
ー
ト
に
共
感
し
、
よ
り
近
い
目
線
で
治
療
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
を
目
指
し
ま
す
」
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
授
与
式
の
前
に
は
、
昨
年
度
の
奨
学
生
に

選
ば
れ
た
1
期
生
が
山
田
義
仁
理
事
長
、
松

島
陽
介
理
事
と
の
対
話
会
に
参
加
。
大
学
で

取
り
組
ん
で
い
る
授
業
や
研
究
の
様
子
、
初
め

て
の
一
人
暮
ら
し
で
の
苦
労
、
サ
ー
ク
ル
活
動

や
ア
ル
バ
イ
ト
の
こ
と
な
ど
近
況
を
語
り
合
い

ま
し
た
。
ま
た
式
の
後
は
、
奨
学
金
の
賛
助

会
員
企
業
の
方
々
と
奨
学
生
の
、
和
や
か
な

交
流
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

若者の志は未来の希望
次代を担う情熱を、支援する奨学金

京都「志」奨学金　第1期生、第2期生

奨学生の募集、
寄付金の受付など詳しくは
“京都「志」奨学金”HPへ。

学業を通しての成長と社会貢献に意
欲のある学生を後押しする奨学金制
度。返済不要の給付型で、世帯収入
などの条件も設けていない。現在50を
超える賛助会員や協賛企業・個人が
支援し、寄付によって成り立っている。

　
近
い
将
来
に
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
は
、
超
広
域
に
甚
大
な
被
害
の

発
生
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
岡
本
さ
ん
は
「
災

害
時
の
要
救
助
者
の
発
見
の
た
め
の
ヘ
ビ
型
ロ

ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発
」と
い
う
志
を
抱
き
、日
夜
、

機
械
設
計
学
や
材
料
学
、
制
御
工
学
の
研
究

に
没
頭
し
て
い
る
。

　「
ヘ
ビ
が
動
く
仕
組
み
を
応
用
し
た
ロ
ボ
ッ

ト
は
、
瓦
礫
で
埋
ま
っ
た
狭
い
隙
間
に
も
容
易

に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
人
を
感
知
す
る
カ

メ
ラ
や
耐
久
性
を
向
上
さ
せ
、
災
害
現
場
で

役
立
て
た
い
で
す
」
と
話
す
。

　
大
学
で
は
、
国
内
の
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

で
何
度
も
優
勝
し
て
い
る
同
好
会
「
と
よ
は
し

☆
ロ
ボ
コ
ン
ズ
」
に
も
所
属
。
渉
外
担
当
と
し

て
ヘ
ビ
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
周
知
活
動
に
注
力
す
る

傍
ら
、
世
界
大
会
優
勝
を
目
標
に
試
行
錯
誤

を
重
ね
て
い
る
。

　
大
学
院
進
学
を
視
野
に
入
れ
、
ロ
ボ
ッ
ト
に

全
力
を
注
ぐ
岡
本
さ
ん
。「
奨
学
金
の
お
か
げ

で
ア
ル
バ
イ
ト
に
大
き
な
時
間
を
取
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
大
好
き
な
研
究
に
全
力
を
傾
け
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
１
期
生
と
し
て
の
自

負
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
も
邁
進
し
た
い
で
す
」。

未
来
の
防
災
に
向
け
た
志
は
、
揺
る
ぎ
な
い
。

豊橋技術科学大学
工学部

岡本さん

京都「志」奨学金1期生

　
高
校
１
年
で
カ
ナ
ダ
に
短
期
留
学
し
た
経
験

か
ら
、
文
化
や
価
値
観
の
違
い
を
尊
重
す
る
大

切
さ
を
実
感
し
た
と
い
う
塩
見
さ
ん
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
客
が
多
く
訪
れ
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
よ
り
国
内
で
働
く
外
国
人
が
増
え
て

い
る
今
、
医
療
現
場
で
も
国
際
化
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
多

言
語
対
応
可
能
な
医
者
と
な
り
、
地
域
医
療

に
貢
献
す
る
」
と
い
う
志
は
、「
国
籍
や
人
種

を
超
え
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
」と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　「
難
民
と
し
て
日
本
に
避
難
し
て
き
た
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
女
性
と
知
り
合
い
、
戦
禍
の
祖
国
を

案
じ
な
が
ら
、
異
国
の
地
で
生
活
す
る
苦
労

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
」
と
話
す
塩
見
さ

ん
。
多
様
な
背
景
を
持
つ
人
た
ち
の
思
い
を
理

解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
観
を
尊
重
す
る
医

師
に
な
る
た
め
、
大
学
で
も
海
外
留
学
を
目

指
す
。

　「
奨
学
金
と
い
う
形
で
多
く
の
人
た
ち
に
応

援
し
て
も
ら
い
、
と
て
も
勇
気
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
京
都
で
、
多
様
な
地
域

医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
」。

理
想
の
医
療
を
実
現
す
る
挑
戦
へ
、
最
初
の
一

歩
を
踏
み
出
し
た
。

京都府立医科大学
医学部

塩見さん

京都「志」奨学金2期生

　
京
都
府
京
丹
後
市
出
身
の
松
本
さ
ん
は
、

保
健
師
を
目
指
し
て
看
護
学
科
で
学
ん
で
い
る
。

高
校
時
代
、
友
人
が
児
童
虐
待
を
受
け
て
い

る
と
知
っ
た
も
の
の
、
自
分
が
何
も
出
来
な
い

こ
と
に
不
甲
斐
な
さ
を
痛
感
し
、「
保
健
師
と

し
て
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
を
つ

く
る
」
こ
と
を
志
し
た
。

　「
虐
待
を
経
験
し
た
人
が
親
に
な
り
、
今
度

は
自
分
が
子
ど
も
を
虐
待
し
て
し
ま
う
世
代

間
連
鎖
を
止
め
る
た
め
に
、
保
健
師
と
し
て
関

わ
る
こ
と
で
双
方
を
助
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
」。
現
在
、
大
学
で
基
礎
を
学
び
な

が
ら
実
習
授
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
で
妹
が
い
る
松
本
さ
ん
は

「
私
学
は
授
業
料
も
高
額
な
の
で
、
こ
れ
以
上

親
に
負
担
を
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
奨
学
金
の
お

か
げ
で
、
す
ご
く
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
学

２
年
生
と
な
る
今
年
は
さ
ら
に
専
門
的
な
知

識
を
学
び
、
支
え
て
く
だ
さ
る
方
々
の
期
待
に

応
え
た
い
で
す
」
と
話
す
。

　
故
郷
の
京
丹
後
市
が
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
で
あ
る
よ
う
に
。
虐
待
防
止
や

子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
充
実
で

き
る
よ
う
、
多
様
な
人
に
寄
り
添
う
保
健
師

を
目
指
し
て
歩
ん
で
い
る
。

明治国際医療大学 
看護学部

松本さん

京都「志」奨学金1期生

公益財団法人
京都オムロン地域協力基金
理事長　山田 義仁さん
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踏み出せ！
「ガクモン」の未来
大学ラボ最前線

京都の伝統産業、伝統を守る「日々の小さな改革」が
秘めるビジネスの新たな可能性とは。
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「経営戦略学」のこれから
同志社大学 大学院 ビジネス研究科 崔裕眞 教授

の
研
究
者
に
よ
る
研
究
が
圧
倒
的
な
経
営
学
の

世
界
で
、
野
中
・
竹
内
先
生
は
、
当
時
の
私
に
と
っ

て
ヒ
ー
ロ
ー
的
な
存
在
で
し
た
。
そ
れ
以
来
、
知

識
創
造
理
論
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
D
B
S
で
は
「
京
都
の
伝
統
産
業
と
文
化
ビ

ジ
ネ
ス
」を
筆
頭
に
、京
都
と
国
内
企
業
を
対
象
に
、

「
知
識
」
と
「
戦
略
」
の
観
点
か
ら
研
究
を
続
け

て
い
ま
す
。

ー
「
京
都
の
伝
統
産
業
と
文
化
ビ
ジ
ネ
ス
」

の
研
究
内
容
を
具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
世
界
で
は
昨
今
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
＝
持
続

可
能
性
」と
い
う
言
葉
が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
京
都
の
企
業
に
は
持
続
性
を
大
切
に
す
る

組
織
文
化
が
伝
統
的
に
内
在
す
る
と
み
て
い
ま
す
。

個
で
短
期
間
で
膨
大
な
利
益
を
求
め
る
よ
り
は
、

細
々
と
で
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
和
を
保
ち

な
が
ら
堅
実
に
続
け
て
い
く
こ
と
。
京
都
の
老
舗

や
伝
統
工
芸
の
仕
事
現
場
を
じ
っ
く
り
と
拝
見
す

る
中
で
、
皆
さ
ん
が
常
に
そ
の
た
め
に
全
力
投
球

さ
れ
て
い
る
と
強
烈
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
は
今
、
西
陣
織
や
茶
陶
な
ど
京
都
の
伝
統

工
芸
の
後
継
者
に
よ
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト

「
G
O 

O
N
」
と
一
緒
に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

彼
ら
は
伝
統
の
本
質
を
変
え
な
い
た
め
に
、
毎
日

変
化
し
、
小
さ
な
改
革
を
熱
心
に
試
み
て
い
ま
す
。

勇
気
を
も
っ
て
前
向
き
に
変
化
を
積
み
重
ね
る
こ

と
か
ら
、
世
界
に
通
じ
る
京
都
な
ら
で
は
の
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ー
歴
史
と
伝
統
に
育
ま
れ
た
京
都
の
伝
統
産

業
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
た
な
地
平
を
開
く
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
の
で
す
ね
。

　
私
は
、
京
都
の
人
々
が
長
い
歳
月
を
か
け
て
紡

い
で
き
た
経
営
戦
略
を
学
術
的
に
体
系
化
し
、
そ

れ
が
日
本
と
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
教
わ
る

理
論
や
テ
ー
マ
の
一
つ
に
な
る
こ
と
を
夢
み
て
い
ま

す
。そ
こ
で
D
B
S
で
は
、今
年
度
か
ら
新
科
目「
ラ

グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
開
講
し
ま
し
た
。

「
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
」
と
聞
く
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高

級
ブ
ラ
ン
ド
を
連
想
し
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は

「
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
」
の
概
念
を
変
え
て
い
く
べ
き

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
の
方
々
、
特
に
京
都

の
人
々
が
当
然
と
思
う
毎
日
の
生
活
の
知
恵
と
営

み
に
、
こ
れ
か
ら
世
界
が
求
め
る
「
真
の
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
」
が
あ
る
の
で
は
と
思
う
の
で
す
。

　
今
後
も
産
学
連
携
を
活
発
化
さ
せ
、「
京
都
の

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
溢
れ
る
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
と
は

何
か
」
を
研
究
し
、
世
界
に
発
信
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　
数
々
の
老
舗
が
軒
を
連
ね
る
、
歴
史
と
伝
統
の

街
・
京
都
。
千
年
を
超
え
る
時
間
の
中
で
育
ま

れ
た
多
様
な
文
化
や
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
今
に

守
り
伝
え
て
い
る
。
同
志
社
大
学 

大
学
院 

ビ
ジ

ネ
ス
研
究
科
（
D
B
S
）
の
崔
裕
眞
教
授
は
「
京

都
の
伝
統
文
化
に
携
わ
る
職
人
た
ち
は
、
毎
日

小
さ
な
変
革
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
京

都
な
ら
で
は
の
経
営
戦
略
が
存
在
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
。
崔
教
授
が
思
い
描
く
「
経
営
戦
略
学
」

の
こ
れ
か
ら

ー
。

ー
崔
先
生
が
専
門
と
さ
れ
て
い
る
「
経
営
戦

略
学
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
学
問
で
す
か
？

　
私
は
1
9
9
0
年
代
後
半
に
イ
ギ
リ
ス
の
大
学

院
で
M
B
A
（
経
営
学
修
士
）
を
取
得
し
、
企

業
の
成
長
や
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
力
の
強
化
を
目
指

す
た
め
の
、
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
学
び
ま
し
た
。

当
時
、
経
営
学
の
世
界
は
英
米
系
の
研
究
者
が

提
唱
し
て
い
た
「
多
国
籍
企
業
の
全
社
戦
略
」
が

大
流
行
で
し
た
。
こ
れ
は
、
企
業
の
国
際
組
織
と

し
て
の
総
合
力
を
い
か
に
高
め
る
か
を
考
察
し
実

践
す
る
経
営
戦
略
。
親
会
社
が
主
導
し
世
界
各

地
の
支
社
や
支
店
を
ど
う
経
営
す
べ
き
か
、
に
特

化
し
た
戦
略
論
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
95
年
に
日
本
人
の
野
中
郁
次
郎

先
生
と
竹
内
弘
高
先
生
の
共
著
『
知
識
創
造
企

業
』
が
出
版
さ
れ
る
と
、
瞬
く
間
に
世
界
中
を

席
巻
し
た
の
で
す
。
こ
れ
は
企
業
を
「
知
識
を
創

造
・
共
有
・
活
用
す
る
場
」
と
捉
え
る
考
え
方
で
す
。

　
例
え
ば
寿
司
職
人
が
、
長
年
の
経
験
で
身
に
つ

け
た
「
握
り
加
減
」「
魚
の
切
り
方
」
な
ど
言
葉

で
表
し
難
い
主
観
的
で
身
体
的
な
「
暗
黙
知
」
と
、

材
料
、
分
量
、
手
順
な
ど
が
文
章
や
数
値
で
明

記
さ
れ
た
「
形
式
知
」。『
知
識
創
造
企
業
』
の

理
論
は
、
こ
れ
ら
２
つ
を
区
別
し
、
両
方
の
知
識

が
相
互
に
補
完
し
合
う
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な
知

識
が
創
造
さ
れ
る
と
示
す
も
の
で
し
た
。
英
米
圏

英国ケンブリッジ大学Ph.D.（経済史）、ケンブ
リッジ大学MPhil（経営学と歴史学）、英国ロンド
ン大学 MBA（経営戦略と国際経営）。アメリカ
合衆国カリフォルニア州出身。早稲田大学政経
学部卒業後、渡英。サムスングループ会長戦略
秘書室（社内教育・産学連携担当）主任、英国
ケンブリッジ大学の入学前高校生向け教育プロ
グラム講師を経て、2007年9月に一橋大学経
済研究所外国人特別研究員（JSPS）およびイ
ノベーション研究センター特任講師。2011年4
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同志社大学 大学院 ビジネス研究科 教授
崔裕眞（チェ・ユージン）

WEB版では
インタビュー動画も

公開中！

　
な
ん
で
だ
ろ
う
？
　
映
画
自
体
は

た
ぶ
ん
好
き
な
方
だ
と
思
う
の
に
、
殆

ど
映
画
館
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
な
い
。

年
間
に
見
る
映
画
も
、せ
い
ぜ
い
二
、三

本
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。し
か
も
た
い
て

い
は
誘
わ
れ
て
。映
画
好
き
の
人
な
ど

は
、二
百
本
以
上
も
見
る
ら
し
い
か
ら
、

自
分
な
ん
て
、
見
て
い
な
い
も
同
然
だ

ろ
う
。

　
出
町
柳
の
桝
形
商
店
街
に
「
出
町

座
」
が
で
き
て
、
な
に
や
ら
商
店
街
の

雰
囲
気
も
ず
い
ぶ
ん
変
っ
た
。

　
行
き
つ
け
の
古
書
店
へ
の
行
き
帰
り

に
な
が
め
る
、
出
町
座
の
上
映
ポ
ス

タ
ー
に
は
い
つ
も
魅
か
れ
る
が
、
な
か

な
か
見
に
行
く
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は

辿
り
つ
け
な
い
。

　
大
き
な
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
映
画
観

賞
中
に
眠
っ
て
し
ま
う
の
だ
。特
に
最

近
の
映
画
は
、
ど
れ
も
長
尺
で
、
長
い

の
に
な
る
と
三
時
間
く
ら
い
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
も
う
ど
う
し
て
も
半
分
ほ
ど

は
熱
睡
し
て
し
ま
う
。い
や
、
時
間
の

長
短
は
関
係
な
い
な
。短
い
の
で
も
、

や
っ
ぱ
り
は
じ
ま
っ
て
三
十
分
ほ
ど
し

た
ら
寝
入
っ
て
し
ま
う
。ひ
ど
い
時
は
、

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
終
り
、
場
内
の
照
明
が

落
ち
て
、
C
M
が
流
れ
る
中
で
も
睡
魔

に
襲
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。自
宅
だ
と

な
か
な
か
寝
つ
け
ず
、
万
年
睡
眠
障
害

の
身
と
し
て
は
、
奇
妙
き
わ
ま
り
な
い

現
象
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
は
、
館
内
誰
ひ

と
り
声
を
た
て
な
い
静
寂
と
、
ほ
ぼ
快

適
な
空
調
、
そ
し
て
暗
が
り
の
中
に
ボ

ウ
と
投
映
さ
れ
る
光
の
、
絶
妙
な
ハ
ー

モ
ニ
ー
が
、
強
烈
な
催
眠
効
果
を
も
た

ら
す
の
に
ち
が
い
な
い
。

　
時
に
は
あ
ち
こ
ち
で
イ
ビ
キ
の
音

が
き
こ
え
る
が
、イ
ビ
キ
は
い
け
な
い
。

け
れ
ど
、
そ
れ
く
ら
い
映
画
館
内
は
よ

く
眠
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
ん
な
風
だ
か
ら
、見
終
っ
て
か
ら
、

ス
ト
ー
リ
ー
が
ま
る
で
分
ら
な
い
。肝

心
な
と
こ
ろ
が
ス
ッ
ポ
リ
抜
け
落
ち
て

い
る
の
だ
。寝
て
い
た
か
ら
。

　
け
れ
ど
も
、
内
容
が
よ
く
分
か
ら
な

か
っ
た
か
ら
も
う
一
度
見
に
行
こ
う
、と

は
や
っ
ぱ
り
な
ら
な
い
。こ
の
辺
が
ま

た
い
い
加
減
な
の
だ
。映
画
好
き
の
連

中
は
、
同
じ
映
画
を
何
度
も
見
に
行
く

そ
う
だ
が
、
自
分
に
は
サ
ッ
パ
リ
理
解

で
き
な
い
。自
分
の
よ
う
に
、
途
中
睡

眠
リ
タ
イ
ヤ
し
た
と
い
う
よ
う
な
状

況
だ
っ
た
な
ら
分
か
る
が
、
ち
ゃ
ん
と

は
じ
め
か
ら
終
り
ま
で
見
た
の
に
、
ど

う
し
て
ま
た
見
る
必
要
が
あ
る
の
だ

ろ
う
。感
動
し
た
か
ら
？
　
そ
れ
と
も

何
か
回
収
し
そ
こ
ね
た
伏
線
か
な
ん

か
が
有
る
の
か
？

　
感
動
し
た
の
な
ら
、
そ
の
感
動
は
、

自
分
な
ら
ば
一
度
目
の
感
動
の
ま
ま
に

し
て
お
き
た
い
。二
度
、
三
度
と
回
を

重
ね
る
た
び
に
、
だ
ん
だ
ん
と
薄
く

な
っ
て
い
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
？
　
知

人
に「
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
消
失
」を
毎
日
連

続
で
十
回
見
た
と
い
う
猛
者
が
い
る
が
、

あ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
心
性
な
ん

だ
ろ
う
。

　
映
画
館
で
の
衝
撃
的
な
体
験
と
し

て
、
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
思
い
出

が
ひ
と
つ
。

　
あ
れ
は
六
、七
年
前
だ
っ
た
か
、シ
ネ

コ
ン
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ア
ニ
メ
を
例
の

「
4
D
」
で
見
た
時
の
こ
と
。4
D
と
い

う
の
は
聴
き
し
に
勝
る
す
さ
ま
じ
さ

で
、
映
像
に
合
わ
せ
て
、
風
は
吹
い
て

く
る
わ
、
水
が
噴
射
さ
れ
る
わ
、
足
元

を
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
な
モ
ノ
が
走
り
ま
わ

る
わ
で
、
油
断
を
見
せ
た
ら
何
を
さ
れ

る
か
分
か
っ
た
も
の
で
は
な
い
。で
、
そ

の
う
ち
画
面
が
跳
ん
だ
り
ハ
ネ
た
り
の

映
像
に
な
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
座
席

が
突
然
、
お
も
い
き
り
上
下
左
右
に
暴

れ
だ
し
、
そ
れ
と
と
も
に
座
席
の
収
納

ボ
ッ
ク
ス
に
置
い
て
あ
っ
た
「
塩
バ

タ
ー
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
」
が
勢
い
よ
く

空
中
に
舞
い
上
げ
ら
れ
落
下
、
絶
望
的

な
ほ
ど
広
幅
囲
に
散
ら
ば
り
果
て
る

有
り
さ
ま
に
。隣
席
に
座
っ
て
い
た
女

子
高
生
に
も
バ
タ
ー
ま
み
れ
の
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
が
相
当
か
か
っ
て
し
ま
い
、
恐

縮
の
限
り
だ
っ
た
。4
D
は
、あ
れ
は
あ

れ
で
面
白
い
趣
向
だ
が
、入
館
の
際
に
、

警
告
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
要
る
と
思
う
。

少
く
と
も
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
に
対
す
る

注
意
は
必
要
だ
ろ
う
。

　
子
供
の
こ
ろ
の
映
画
館
は
、
現
在
と

は
ま
っ
た
く
異
質
の
空
間
だ
っ
た
。館

内
は
殆
ど
子
供
だ
け
。見
に
行
く
の
は

だ
い
た
い
怪
獣
映
画
な
の
で
、
地
元
の

市
内
全
域
か
ら
集
ま
っ
た
「
ア
ホ
男
子

小
学
生
」で
い
つ
も
満
杯
だ
っ
た
。全
員

で
ガ
メ
ラ
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
大
合
唱

す
る
わ
、
名
場
面
に
な
る
と
叫
び
ま
く

る
わ
、ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
投
げ
る
わ
、あ

げ
く
ス
ク
リ
ー
ン
に
ダ
イ
ブ
す
る
わ
、

付
き
添
い
の
親
は
タ
バ
コ
喫
う
わ
、
も

う
、や
り
た
い
放
題
だ
っ
た
。む
か
し
は

館
内
喫
煙
O
K
だ
っ
た
の
だ
。

イラスト / 山本精一
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ヤノベケンジ
現代美術作家。京都芸術大学美術工
芸学科教授。ウルトラファクトリーディレ
クター。1965年大阪生まれ。1991年京
都市立芸術大学大学院美術研究科
修了。1990年代初頭より、「現代社会
におけるサヴァイヴァル」をテーマに機能
性を持つ大型機械彫刻を制作。幼少
期の遊び場だった大阪万博の会場跡地

「未来の廃墟」を創作の原点とする、ユ
ーモラスな形態に社会的メッセージを込
めた作品群は国内外から評価が高い。
1997年放射線感知服《アトムスーツ》を身にまといチェルノブイリを訪れる《アトムス
ーツ・プロジェクト》を敢行。21世紀の幕開けと共に、制作テーマを「リヴァイヴァル」
へと移行。2011年、東日本大震災後、希望のモニュメント《サン・チャイルド》を制作
し、国内外で巡回。 2017年、「船乗り猫」をモチーフにした、旅の守り神《SHIPʼS 
CAT》シリーズを制作開始。2022年に開館した大阪中之島美術館のシンボルと
して《SHIPʼS CAT（Muse）》が恒久設置される。 https://www.yanobe.com/

1
万
数
千
年
前
に
描
か
れ
た
ス
ペ
イ
ン
の
ア
ル

タ
ミ
ラ
洞
窟
壁
画
は
、
先
史
時
代
か
ら
現
代
に
ま

で
連
な
る
「
美
術
の
起
源
」
と
言
え
る
。
洞
窟
の

天
井
や
壁
に
動
物
を
描
い
た
古
代
人
に
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
た
の
は
、
実
は
地
球
に
不
時

着
し
た
１
匹
の
宇
宙
猫
だ
っ
た

ー
。

埼
玉
県
飯
能
市
に
3
月
1
日
に
開
業
し
た
現
代

美
術
館
「H

YPER M
U

SEU
M

 H
AN

N
O

（
ハ
イ
パ

ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
飯
能
）」
で
開
催
中
の
特
別
企
画
展

「
宇
宙
猫
の
秘
密
の
島
」
は
、
そ
ん
な
ヤ
ノ
ベ
の
妄

想
か
ら
生
ま
れ
た
宇
宙
猫
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
、
現

代
美
術
家
と
し
て
の
ヤ
ノ
ベ
の
個
人
史
が
重
な
り

合
っ
た
他
に
は
な
い
ア
ー
ト
体
験
を
楽
し
め
る
。

会
場
は
、
美
術
館
が
立
地
す
る
北
欧
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
体
験
施
設
「
メ
ッ
ツ
ァ
ビ
レ
ッ
ジ
」
内
の
宮

沢
湖
。
観
客
が
ボ
ー
ト
に
乗
り
込
み
、
巨
大
な
眠

り
猫
の
ド
ー
ム
が
建
つ
浮
島
へ
と
渡
る
仕
掛
け
も

ユ
ニ
ー
ク
だ
。

「
不
時
着
し
た
宇
宙
船
を
発
見
し
た
人
類
が
、

船
内
に
残
さ
れ
た
宇
宙
猫
の
ア
ー
ト
作
品
を
陳
列

す
る
た
め
宇
宙
船
を
美
術
館
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ

た
」
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
大
人
気
を
博
し

たG
IN

ZA SIX

で
の
大
規
模
展
示
《BIG

 C
AT 

BAN
G

》
の
続
編
と
な
っ
て
い
る
。

ド
ー
ム
内
部
は
宇
宙
猫
の
ア
ト
リ
エ
と
い
う
設

定
で
、
そ
こ
こ
こ
に
猫
の
作
品
が
置
か
れ
て
い
る
。

作
品
に
「
ニ
ャ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
」
の
サ
イ
ン
が
入
っ

て
い
る
な
ど
、
随
所
に
隠
さ
れ
た
ヤ
ノ
ベ
ら
し
い

遊
び
心
も
見
ど
こ
ろ
だ
。
宇
宙
猫
の
作
品
と
と
も

に
、
ヤ
ノ
ベ
の
代
表
作
《
サ
ン
・
チ
ャ
イ
ル
ド
》

や
《
ト
ら
や
ん
》
な
ど
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
こ
れ
ま
で

の
約
35
年
を
振
り
返
る
原
画
や
特
別
映
像
も
展
示

し
て
い
る
。

ヤ
ノ
ベ
は
「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
ア
ー

ト
、
そ
し
て
、
ア
ー
ト
の
ル
ー
ツ
と
現
代
美
術
を

地
続
き
に
つ
な
げ
る
豊
か
な
内
容
に
な
っ
た
。
ボ

ー
ト
を
漕
い
で
辿
り
着
く
美
術
館
島
と
い
う
だ
け

で
も
ド
キ
ド
キ
し
て
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
よ
う
に

楽
し
め
る
し
、
知
っ
て
い
る
人
が
見
た
ら
ク
ス
ッ

と
笑
え
る
伏
線
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
ア
ー

ト
の
楽
し
み
方
が
提
示
で
き
た
」
と
語
る
。

雄
大
な
自
然
に
包
ま
れ
た
秘
密
の
島
で
、
歴
史

を
超
え
て
広
が
り
続
け
る
宇
宙
猫
の
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
体
感
し
た
い
。

宇宙猫の秘密の島
vol.41

photo：川島崇志

ヤ

ノ

ベ

ケ

ン

ジ

「
宇
宙
猫
の
秘
密
の
島
」
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バックナンバー、設置箇所、限定記事は

「ハンケイ500m」WEBへ！
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北に向かいたい。
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西本願寺の宗祖降誕会で抹茶接待の会場と 
なっている、国宝建築の名前は？

クイズに答えて素敵なプレゼントをゲット！

●京都シネマ 映画鑑賞券 ３名様 ※抽選

● 京フィル コンサートチケット 6月14日公演　 
10名様　※先着順（公演10日前まで）

前回の答　   ３日前

本物を知る京都人が本誌の内容から１問を出題します！ 答えは必
ず、本誌に書かれています。じっくり読んで、答えて下さいね！

quiz

京都人
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▼応募はこちらから

column information

犬の裁判 ぶぶ漬けどうどす

5/30（金）公開 6/6（金）公開京都シネマ
おすすめ映画

Le Proces du Chien│2024
スイス、フランス│81分
監督：レティシア・ドッシュ
出演：レティシア・ドッシュ、フランソワ・ダミアン

2025│日│96分
監督：冨永昌敬
出演：深川麻衣、小野寺ずる、片岡礼子

© BANDE À PART - ATELIER DE PRODUCTION - FRANCE 2 
CINÉMA - RTS RADIO TÉLÉVISION SUISSE - SRG SSR – 2024

企画・脚本：アサダアツシ　制作・配給：東京テアトル

負け裁判ばかりで解雇寸前の弁護
士アヴリルのもとに飛びこんでき
たのは、絶望的な状況にある犬コ
スモスの弁護の依頼だった。3人
の人間に嚙みついた被告人ならぬ
“被告犬”の行方とは…。実話をも
とに賑やかに描いたフランス発の
法廷コメディは、笑いに溢れるば
かりでなく、人間と、人間によっ
て都合よくかわいがられている動
物たちの関係の不均衡を考えさせ
られる。必見の一作。
　　　　京都シネマ　川添ゆうき

東京からやってきたフリーライターのまどかは、
数百年の歴史を誇る老舗の暮らしぶりをコミック
エッセイにしようと、義実家や街の女将さんたち
の取材を始める。しかし「本音と建前」の文化を
知らず、女将さんたちを怒らせてしまう。猛省し
たまどかは、京都の正しき伝道師になるべく努力
するが、、事態は思わぬ方向に──。豪華キャスト
で贈る〈京都人〉と〈ヨソさん〉の攻防が、面白
おかしく展開する奇想天外なシニカルコメディ！
　　　　　　　　  アップリンク京都　鳥井優希

京都シネマ  https://www.kyotocinema.jp
京都市下京区烏丸通四条下ル西側  COCON烏丸3F　 075-353-4723

上映情報の
ご確認はこちら

CiNEMA

アップリンク京都  https://kyoto.uplink.co.jp/
京都市中京区烏丸通姉小路下ル場之町586-2 新風館 地下1階　 075-600-7890

上映情報の
ご確認はこちら

アップリンク京都
おすすめ映画

アトツギオタクを自称し、「アトツギ」
の魅力やおもしろさを伝える活動家。
1990年、京都府生まれ。同志社大学
卒。父方は飲食兼土産物販売店、母
方は工務店を営む両親のもとに生ま
れるも、普段は京都市役所に勤務。
2024年、趣味で「アトツギラボ」という
コミュニティを立ち上げ、対話と言語
化を大切にする活動を開始。

「やりたいことと家業がリンクして
いて、楽しいです。」笑顔でそう話し
てくれるアトツギさんと出会いまし
た。100年以上続く銃砲火薬店の5
代目。3人兄弟の次男で、もともと
継ぐ気はなかったけれど、前職を
辞めて家業を手伝ううちに、自分
のやりたいことと家業が重なるこ
とに気づきました。彼がやりたかっ
たのは、地域の魅力を伝えるまち
づくりです。自分は何がやりたいの
か？自分らしさって何か？家業を
継ぐにあたり、自分の思いと向き
合うことが欠かせません。アトツギ
となった彼が目指すのは「鉄砲店
らしくない鉄砲店」。“家業×自分”
だからこそ、新たな価値が生まれ
ます。「家業を利用して、自己実現
をする」というマインドも大切では
ないでしょうか。

「跡継ぎ」を「アトツギ」と呼び、新

たな目線で「事業承継」をとらえ

なおす本コラム。連載で、アトツ

ギの可能性に迫ります。

vol.05

「家業で、やりたいことを実現する」

小野寺 亮太

アトツギラボの
noteはこちら

お  の でら りょうた

「京都フィルハーモニー室内合奏団」から、
直近の公演情報をお知らせします！

トランペット：福中明

公演の詳細や
最新情報は
こちらのQRから！

「バッハ親子とモーツァルト」
第272回 定期公演A

モーツァルトに多大な影響を与えたのは大バッハの息子 
J.C.バッハでした。バロック音楽と古典音楽の大転換の様子
を肌で感じてください。

日時：2025年5月18日(日)　開演：14:00〜
会場：京都府立府民ホール アルティ
入場料（前売・税込）： S席4,000円/
A席3,000円/B席2,000円/ユース1,000円
※全席指定席  ※当日券は各500円増
※未就学児のご入場はご遠慮ください。

「フランス音楽の楽しみ」
第273回 定期公演B 室内楽シリーズVol.27 

フランス音楽の代表格ドビュッシーの名曲「弦楽四重奏曲」
をはじめ、ゴーベール、シュミット、またフランスで学んだ
三善晃の作品など、多彩な作品をお届けします。

※全席自由席  ※当日券は各500円増   ※未就学児のご入場はご遠慮ください。

日時：2025年6月14日(土) 　開演：14:00〜
会場：京都文化博物館 別館ホール
入場料（前売・税込）：一般2,000円/ユース1,000円

2025年４月より事務所および、公演会場
にてクレジットカードやQR決済などご
利用が可能になります。また電⼦チケット

「teket（テケト）」もご利用いただけます。

・ご希望のプレゼントをご記入ください！
・抽選締め切り： 2025年7月1日 am0:00



歩
く
こ
と
で
便
秘
の

悩
み
を
解
消
！

櫻
井
：
佐
々
木
先
生
は
肛
門
科
が
ご

専
門
。
便
秘
や
痔
は
生
活
習
慣
病
の

ひ
と
つ
で
、
毎
日
の
生
活
を
見
直
し

て
便
通
を
よ
く
す
る
こ
と
が
予
防
に

な
る
と
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
々
木
：
そ
う
な
ん
で
す
。
特
に
「
歩

く
こ
と
」
は
、
誰
で
も
す
ぐ
に
始
め

ら
れ
る
習
慣
と
し
て
、
強
く
お
す
す

め
し
た
い
で
す
。
足
の
専
門
家
で
あ
る

櫻
井
さ
ん
と
お
話
し
す
る
こ
と
を
、

今
日
は
楽
し
み
に
し
て
き
ま
し
た
。

櫻
井
：
光
栄
で
す
。
歩
く
こ
と
と
便

通
は
ど
ん
な
関
係
が
？

佐
々
木
：
軽
く
て
も
、
運
動
す
る
と

お
な
か
は
上
下
に
動
き
ま
す
。
腸
へ
の

刺
激
と
な
り
、
便
秘
の
改
善
に
効
果

が
あ
り
ま
す
。
歩
く
こ
と
は
、
手
軽

な
の
で
続
け
や
す
い
こ
と
で
す
ね
。

櫻
井
：
な
る
ほ
ど
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
無

理
な
く
続
け
ら
れ
ま
す
ね
。

佐
々
木
：
は
い
。「
排
泄
後
に
お
し
り

を
拭
く
と
便
が
つ
く
」「
温
水
洗
浄
便

座
が
な
い
と
つ
ら
い
」「
出
始
め
の
便

が
硬
い
」
そ
ん
な
自
覚
が
あ
る
人
は

便
秘
の
可
能
性
大
で
す
。
便
秘
の
人

は
案
外
多
い
ん
で
す
。
長
年
の
臨
床

の
経
験
か
ら
す
る
と
、
日
本
人
の
８

割
が
便
秘
と
い
う
印
象
を
受
け
て
い

ま
す
。

櫻
井
：
そ
ん
な
に
！

佐
々
木
：
か
く
い
う
私
も
若
い
頃
、

呼
吸
で
き
な
い
ほ
ど
の
腹
痛
に
襲
わ

れ
、
救
急
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
内
科

医
に
「
便
秘
で
す
よ
ね
？
」
と
言
わ

れ
て
、「
毎
日
排
便
が
あ
る
の
に
？
」

と
、
驚
い
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
私
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
は
、
肛
門
に

近
い
部
分
の
腸
に
、
ぎ
っ
し
り
と
便
が

溜
ま
っ
て
い
る
様
子
が
映
っ
て
い
ま
し

た
。
毎
食
後
に
排
便
が
あ
っ
た
か
ら
、

自
分
が
便
秘
だ
な
ん
て
思
っ
て
も
み
な

か
っ
た
ん
で
す
。

櫻
井
：
そ
う
な
ん
で
す
ね
！
　
排
便

が
あ
っ
て
も
便
秘
と
い
う
こ
と
が
あ
る

ん
で
す
ね
。

佐
々
木
：
は
い
。
排
便
が
あ
る
＝
便

秘
で
は
な
い
、
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
直

腸
に
便
が
残
る
と
、
痔
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
な
が
り
ま
す
。
実
は
、
肛
門

周
辺
の
便
秘
が
、
肛
門
疾
患
の
原
因

で
あ
る
こ
と
が
多
い
ん
で
す
。

櫻
井
：
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
発
酵
食
品
を

食
べ
る
「
腸
活
」
で
、
便
秘
は
治
る

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

佐
々
木
：
大
腸
で
便
が
つ
く
ら
れ
る

段
階
に
は
効
果
的
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
、
す
で
に
で
き
あ
が
っ
て

出
口
ま
で
下
り
て
き
た
便
を
排
出
す

る
こ
と
に
は
、
効
か
な
い
ん
で
す
。

櫻
井
：「
出
口
近
く
の
便
秘
」
で
す
ね
。

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

佐
々
木
：
大
切
な
の
は
「
１
回
の
排

便
で
出
し
切
っ
て
、
直
腸
も
肛
門
も

空
っ
ぽ
に
な
っ
て
い
る
か
」
で
す
。
毎

日
で
な
く
て
も
、
３
日
に
１
度
で
も
き

ち
ん
と
便
を
出
し
切
っ
て
い
れ
ば
、
そ

れ
は
便
秘
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ト
イ
レ

は
我
慢
せ
ず
、
便
意
を
感
じ
た
ら
行
っ

て
出
す
。
こ
れ
が
基
本
の
対
策
で
す
。

櫻
井
：
な
る
ほ
ど
。
便
意
を
我
慢
し

な
い
こ
と
。
そ
し
て
よ
く
歩
く
こ
と
が

便
秘
対
策
な
ん
で
す
ね
。

予
防
で
「
１
０
０
歳
ま
で

元
気
」
を
目
指
す

佐
々
木
：
で
も
肛
門
科
っ
て
敷
居
が

高
く
感
じ
ら
れ
ま
す
よ
ね
。

櫻
井
：
正
直
、
行
か
ず
に
す
む
な
ら

行
き
た
く
な
い
場
所
で
す
。

佐
々
木
：
だ
か
ら
こ
そ
、
肛
門
科
は

も
っ
と
「
予
防
」
に
目
を
向
け
る
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
今
は
「
治

療
の
場
」
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
で
き

る
こ
と
な
ら
病
気
に
な
る
前
に
、
正

確
な
知
識
を
届
け
た
い
。
痔
で
病
院

に
く
る
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
肛
門
の

便
秘
で
す
。
排
便
を
正
し
く
整
え
ら

れ
れ
ば
、
痔
で
悩
む
人
は
ぐ
っ
と
減

る
は
ず
な
ん
で
す
。

櫻
井
：
な
る
ほ
ど
。
だ
か
ら
先
生
は

予
防
に
力
を
入
れ
る
の
で
す
ね
。
共

感
し
ま
す
。
私
た
ち
も
、
足
の
痛
み

や
腰
の
不
調
を
防
ぐ
ケ
ア
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
靴
や
イ
ン
ソ
ー
ル
の
提

案
を
通
し
て
、
姿
勢
や
歩
き
方
を
自

覚
し
て
も
ら
う
。
そ
の
先
に
「
１
０

０
歳
ま
で
自
分
の
足
で
歩
け
る
社
会
」

を
つ
く
る
と
い
う
目
標
が
あ
り
ま
す
。

佐
々
木
：
い
い
で
す
ね
。
私
は
肛
門
、

櫻
井
さ
ん
は
足
で
す
が
、
目
指
す
と

こ
ろ
は
同
じ
。「
自
立
し
て
元
気
に
生

き
る
こ
と
」
で
す
ね
。
足
腰
の
痛
み

や
悪
い
姿
勢
は
、
排
便
に
影
響
し
ま

す
。
よ
い
排
便
の
た
め
に
は
、
し
っ
か

り
歩
け
る
体
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

櫻
井
：
今
日
は
「
元
気
に
歩
く
」
こ

と
が
、
い
い
排
便
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
と
知
っ
て
、
目
か
ら
鱗
が
落
ち
ま

し
た
。

佐
々
木
：
私
の
診
療
所
も
、
櫻
井
さ

ん
の
お
店
の
よ
う
に
気
軽
に
悩
み
を
相

談
で
き
る
場
所
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

排
便
の
話
は
、
健
康
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
も
っ
と
オ
ー
プ
ン
に
話
せ
る
社

会
を
つ
く
り
た
い
で
す
。

「仕事で履ける靴になかなか出会えない」と嘆く佐々木先
生のために櫻井さんが選んだのが、H.P.S.「NO.10883 ウィ
ングチップストラップシューズ」。つま先ゆったりで疲れに
くく、甲高の人にもおすすめのコンフォートシューズで初夏
の外出にもぴったりの可愛らしいデザイン。色は写真の
ダークブラウン＆グレージュを含め全6色。価格30,800円
(税込)。サイズEE　21.5～25.5㎝。

佐々木 みのり さん
さ    さ    き

肛門科専門医・指導医
大阪肛門科診療所・副院長。大
阪医科大学卒。大阪大学付属
病院などを経て現職。「肛門の
便秘」を治すことで「切らない
痔治療」を実現。著書に『便秘
の8割はおしりで事件が起きて
いる!』（日東書院本社）など。

櫻井 一男
さくら  い　   かず   お

フットクリエイト
インソールデザイナー

肛門科医の佐々木みのりさんは、「便秘
の予防に、歩こう」と話す。専門医とフッ
トケアの専門家が、足と肛門の関係に
ついて、熱く語り合った。

Foot Create 足対談 VOL.6

足とおしりの
深い関係

便秘は歩いて治せ？

フットクリエイト

もよりバス停は「烏丸六条」

z075-365-3748 x京都
市下京区間之町通上珠
数屋町下ル打越町318

暑さで屋外仕事の効率が落ちる季節。
ファッショナブルなたまゆらのウェアで
快適に過ごしましょう！

空調デバイスセット
（MJWW-13）

圧倒的な強風＆長時間稼働！ 
最先端のハイパワーモデルで暑さ対策！

【定格容量】18.5V/3350mAh/61.97Wh
【定格入力】21V / 1.5A　【定格出力】20V/17V/14V/12V
【外形寸法】幅75×高140×厚24mm　【質量】約329g
【充電時間】約3.5時間　【充電回数】約500回
【保管時温度】－15°C～45°C
【使用可能温度】15°C～40°C
【電圧、連続稼働時間、最大風量】
　20V：1時間+14V 約5.5時間(約6.5時間)、約102l/S
　17V：約5時間　約90l/S
　14V：約8時間　約75l/S　
　12V：約12時間　約55l/S
【注意事項】
・専用バッテリーと専用ファンの組合せでご使用ください。
・専用ウェアに取り付けてご使用ください。
・ご使用前に取扱説明書を必ずよくお読みください。
・商品の仕様、外観は改良のため予告なしに変更することがあります。
・使用環境温度が高くなると安全のため保護が働き、一時的に電源が
　落ちますが、バッテリー温度が下がると使用できます。

【素材】ポリエステル100％　【サイズ】S、M、L、LL、3L、4L、5L　　※電動ファンと電源は別売の「空調デバイスセット（MJWW-13）」をお買い求めください。

・ハーネス（安全ベルト）の上に着用可能な高機能。
・着脱可能フードを搭載。
・耐久撥水・防汚加工を施した全天候型。
・50回の洗濯後も撥水効果が持続、水回りや小雨時でも安心。

・最大20V＆102L/秒のパワフル風量で
 　圧倒的な涼しさを実現。
・従来比125%の大容量バッテリーを
 　搭載した長時間強風。
・約3.5時間でフル充電。
 　充電待ちのストレスを軽減。

・赤外線カット加工で衣服内の温度上昇を抑制。
・UVカット性能で紫外線ダメージを軽減。
・ファンがサイド寄りの配置で動きやすさ抜群。 
・背中の2か所配置のポケットが、熱のこもりを防止。

フードショート半袖ジャケット（MJWW-14） フードベスト（MJWW-10）

袖から風が抜けて涼しい！ 袖にペンポケット付き！ 顔周りに風がまわって涼しい！

涼しくて快
適！

仕事の効率
も上がる

ファン付きウ
ェア。

春夏 ファン付専用ウェア

ファンバッテリー付フルセット

商品のご購入は
公式オンラインサイト
が便利！

www.tamayura-net.com



はひふのかPresents

舞台は京都からニューヨークへー
あの！ひろ美としゅん子とサチエが京都を飛び出し、いきなりニューヨークへ！？

大人気シリーズ待望の第4弾は、大胆にもニューヨークロケを敢行した超大作！

言いすぎました、超中作！！

出演：原田博行  日詰千栄  福山俊朗 
監督・脚本・編集：福山俊朗 

6月7日（土）、9日（月）、11日（水）
京都シネマ

京都市下京区烏丸通四条下西側 
COCON烏丸3F　
TEL.075-353-4723　
https://www.kyotocinema.jp

各日19時～、上映後舞台挨拶あり。

シアターセブン
6月21日（土）～27日（金）
大阪市淀川区十三本町1丁目7-27
サンポードシティ5F  
TEL.06-4862-7733
https://theater-seven.com

各日、上映後舞台挨拶あり。上映時間はHPでご確認ください。

扇町キネマ

大阪市北区南扇町6-26
TEL.06-6766-4166
https://omcube.jp/kinema/

順次上映 日時は随時HPでご確認ください。
上映後舞台挨拶あり。

助監督：石井克典／撮影：はひふのか 石井克典 稲田
弥生／録音：長尾優／衣裳：ヨダミカ（gato-gato）／ヘ
アメイク：井上みのり／照明：はひふのか／スチール：稲
田弥生／整音：長尾優／カラーグレーディング：石井
克典／音楽：yuhei Komatsu／挿入歌：「Moonlight 
Club」「恋」原田博行／エンディングテーマ：「どっかいっ
ちゃった」東京少年／声の出演：Kristen Hakata／制
作：はひふのか／ロケハン協力：稲田学／予告編製作：
福山俊朗／宣伝美術：union.a／ディレクション：円城
新子／デザイン：北原靖浩／企画・製作：はひふのか 
（2024年／日本／カラー／65分／16:9／ステレオ）
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